
　小中学校の先生の働き方改革
　中学校の休日の部活動が変わります
　確定申告・住民税申告特集
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　1月10日の「110番の日」にちなんで、1月8日にウオロク岡山店
にて、阿賀野警察署と市交通安全協会による啓発活動が行われました。
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令和６年２月号 2

先
生
の
時
間
外
勤
務
の
状
況

　

上
記
の
グ
ラ
フ
は
、
月
平
均

45
時
間
以
上
の
時
間
外
勤
務
を

し
て
い
た
阿
賀
野
市
の
小
中
学

校
の
先
生
の
割
合
の
推
移
で
す
。

　

小
中
学
校
と
も
に
約
３
〜
４

割
の
先
生
が
毎
月
平
均
45
時
間

以
上
の
時
間
外
勤
務
を
し
て
い

る
実
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
特

に
中
学
校
は
部
活
動
を
行
っ
て

い
る
た
め
、
在
校
時
間
を
減
ら

す
こ
と
が
な
か
な
か
難
し
い
状

況
に
あ
り
ま
す
。

な
ぜ
、
先
生
の
働
き
方
改
革

を
進
め
る
の
？

　

学
校
現
場
で
は
、
先
生
が
朝

早
く
か
ら
夜
遅
く
ま
で
休
憩
時

間
も
と
る
こ
と
が
で
き
ず
に
働

き
続
け
る
よ
う
な
状
況
が
続
い

て
い
ま
し
た
。
一
人
一
人
の
子

ど
も
と
向
き
合
い
、
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
を
使
い
こ
な
し
、
質
の

高
い
授
業
を
求
め
て
頑
張
り
続

け
、
体
調
を
崩
す
先
生
が
全
国

的
に
増
え
て
い
ま
す
。
阿
賀
野

市
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
教
員

志
願
者
が
減
り
続
け
、
教
員
が

不
足
す
る
と
い
う
危
機
的
な
状

況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

持
続
可
能
で
効
果
的
な
教
育

活
動
を
行
う
た
め
に

　

市
で
は
、
令
和
２
年
に
「
教

職
員
の
勤
務
時
間
の
上
限
に
関

す
る
方
針
」
を
示
し
、
１
カ
月

の
時
間
外
勤
務
時
間
を
45
時
間

以
内
、
年
間
３
６
０
時
間
以
内

を
上
限
の
目
安
と
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
、
効
果
的
な
教
育
活
動

を
続
け
る
た
め
に
は
先
生
の
健

康
が
第
一
で
あ
り
、
子
ど
も
た

ち
と
元
気
に
向
き
合
え
る
よ
う

に
す
る
た
め
に
設
定
し
た
も
の

で
す
。

　

つ
ま
り
、
学
校
に
お
け
る
働

き
方
改
革
は
、

① 

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
、
授

業
改
善
や
子
ど
も
た
ち
に
接

す
る
時
間
を
十
分
確
保
す
る

こ
と

② 

先
生
の
生
活
の
質
や
教
職
人

生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
で
、

人
間
性
や
創
造
性
を
高
め
、

効
果
的
な
教
育
活
動
を
で
き

る
よ
う
に
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

学
校
現
場
で
は
、
朝
早
く
か
ら
夜
遅
く
ま

で
働
き
続
け
て
体
調
を
崩
す
先
生
が
増
え

て
い
ま
す
。
教
員
志
願
者
が
減
り
、
全
国

的
に
も
教
員
が
不
足
す
る
と
い
う
危
機
的

な
状
況
が
起
こ
っ
て
い
ま
す
。

小中学校の先生の
働き方改革を進めています

～質の良い効果的な教育活動を行うために～

0% 20% 40% 60% 80% 100%
R5

R4

R3

R2

0 20% 40% 60% 80% 100%
R5

R4

R3

R2

◎時間外勤務が1カ月あたり平均45時間以上の
阿賀野市の先生の割合

小学校 中学校

（R5は4～10月の平均）45 時間以上
45 時間未満

45.1％45.1％

52.3％52.3％

43.7％43.7％

46.4％46.4％

34.5％34.5％

36.6％36.6％

34.2％34.2％

29.9％29.9％



3 令和６年２月号

学校での働き方改革の取り組み

●  学校への電話連絡は、平日 
午前７時 30 分～午後６時
までにお願いします。時間
外の緊急連絡（児童生徒の
命に関わる事件・事故）は
市役所（☎ 62‐2510）へ
連絡してください。

● 学校の各種行事の見直し
や精選、部活動の地域移行
に理解と協力をお願いしま
す。

●   「地域と学校の連携を推進
する会」、「各種ボランティ
ア※」など、学校の教育活
動への積極的な協力をお願
いします。

➊ ➋ ➌1日の流れの見直し 学校行事の見直し ペーパーレス化
➡ 放課後の事務時間を確保 ➡ 時間短縮や内容を精選 ➡ 印刷業務削減

➍ ➎スクール・サポート・スタッフ
の配置（現在6校）

通知表の見直し

➡ 印刷や教材準備をサポート
➡ 記述欄や内容を精選

教育委員会による学校への支援教育委員会による学校への支援
➊ ➋ ➌業務分担の適正化 授業時数の適正化 校務支援システムの導入

時間外勤務の多い先生に
は、管理職が具体的な改善策
や業務分担の適正化に向けて
指導助言を行っています。

➍ ➎部活動の地域移行 スクール・サポート・スタッフ、
学習支援教員、介助員な
どの配置

標準授業時数を基準として
授業時数が大幅に超過しない
よう適正化を進め、放課後の
事務時間を確保します。

出欠席や学習状況を管理する
システムを今年1月に導入し、
4月から本格稼働します。保護
者からの欠席連絡もこのシステ
ムを活用することになります。

令和 8年度に向けて休日
の部活動を地域へ段階的に移
行できるように体制整備を進
めます。

先生をサポートする人材の
配置に努めていきます。

市民の皆さんへのお願い

※  ボランティアの内容は、朝読書の読み
聞かせボランティア、清掃ボランティア、
図書館ボランティア、花壇の世話、登下
校の見守りなど、各学校で異なります。

す。
部活動の地域移行については
次ページをチェック！

ペーパーレス化
➡印刷業務削減

学校だよりを
スマホに配信

（一例）

■この記事に関する問い合わせ　 学校教育課 教育総務係　
　　　　　　　　　　　☎62‐2790
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中学校の休日の部活動が

変わります
～地域で支える中学生のスポーツ・文化活動～

Ｑ .加入しなければ
なりませんか。参加
はどうしたらいいで
すか。

A.自分の目的にあった
地域クラブを選択しま
す。部活動の種目と同
じでも違ってもかまい
ません。いずれにも参
加しないこともできま
す。在校生には3月に
参加意向の確認をとり
ます。

Ｑ .市内の他の校区
（地区）の地域クラ
ブにも入ることがで
きますか。

A.市内のどの中学
校の生徒も申し込め
ます。なお、参加に
かかる行き帰りは、
保護者の責任の下
でお願いします。

Ｑ .中体連大会への
参加はどうなりますか。

A.令和5年度から
中体連、全日吹連盟
とも一定の基準のも
と地域クラブの参加
が認められました。
中体連大会の参加は
部活動・地域クラブ
などどれか１つを選
択して参加します。

Ｑ .行き過ぎた指導
にならないか心配
です。

A.指導者には教員
や競技有資格者、経
験者等の基準を設
けています。地域ク
ラブ指導者には国の
指導に沿った研修を
予定しています。

Ｑ .費用負担が心配
です。

A.学校の保険は適用
になりませんので、地
域クラブ分の保険料
が必要です。個人で
使用する物･消耗品
など、これまでどお
り部活動同様に種目
によって必要経費の
負担が伴います。将
来的には参加費を支
払って参加します。

地域移行に関するＱ＆Ａ
令和６年度は、女子バレーボール、ソフトテニス、女子バスケットボールの
地域クラブの開設を予定しています。

部
活
動
の
維
持
が
困
難

　
こ
れ
ま
で
、子
ど
も
た
ち
の
ス
ポ
ー

ツ･

文
化
活
動
は
、
そ
の
身
近
な
入

口
と
し
て
学
校
部
活
動
が
大
き
な
役

割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
少
子
化
の
中
、
取
り
組

み
た
い
部
活
動
が
な
い
、
専
門
的
な

指
導
が
で
き
る
顧
問
が
い
な
い
、
人

数
が
足
り
な
く
て
チ
ー
ム
が
組
め
な

い
な
ど
の
困
難
な
状
況
が
あ
り
、
生

徒
の
多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る
こ
と

が
で
き
な
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。

段
階
的
に
地
域
へ
移
行

　

そ
れ
ら
の
問
題
を
解
決
す
る
た
め
、

国
は
令
和
7
年
度
末
ま
で
を
移
行
推

進
期
間
と
定
め
、
地
域
の
実
情
に
応

じ
て
、
ま
ず
は
休
日
の
部
活
動
に
つ

い
て
、
学
校
か
ら
地
域
の
活
動
へ
と

移
行
さ
せ
る
よ
う
通
知
し
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
学
校
部
活
動

が
担
っ
て
き
た
全
て
の
機
能
を
一
律

に
移
行
す
る
の
で
は
な
く
、
段
階
的

に
学
校
と
地
域
が
連
携
し
な
が
ら
、

休
日
の
学
校
部
活
動
を
運
動
部
か
ら

地
域
へ
移
行
す
る
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

地
域
ク
ラ
ブ
で
は
、
競
技
力
の
向

上
、
試
合
の
勝
敗
の
み
な
ど
に
こ
だ

わ
る
こ
と
な
く
、
人
間
性
の
育
成
を

目
指
し
て
い
き
ま
す
。
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現在活動している 地域クラブを紹介します !

畑山一花さん
（安田中 1年） コーチ  加藤辰志さん

活動日時と場所：土曜
　（通常時）午前8時30分～10時30分　水原中学校周回コース
　（冬　季）午前9時～11時　水原総合体育館ランニングコース
練習内容：ペース走、ビルドアップ走、タイムトライアルなど
人数：中学生5人、指導者6人

　長距離が好きで、部活の先生が短距
離の人なので、部活に加えてクラブにも
加入しました。練習はキツいけど、一緒
に走ってくれる大人がいるから頑張れる
し、タイムが早くなるとうれしいです！

　走るのは1人だとキツいで
すが、まとまって走ると楽し
いです。声をかけあって楽し
く練習しています。興味があ
ればぜひ見にきてください！

星田眞輝さん
（水原中 2年） 監督  大滝武彦さん

活動日時と場所：
  （通常時）火・木曜　午後7時～9時　城ノ内野球場他
　　　　  土・日曜　午前9時～正午　笹神中グラウンド
  （冬　季）火・木曜か火・金曜　午後7時～9時　立川記念屋内球技練習場他
　　　　   土か日曜 午前9時～正午 立川記念屋内球技練習場他
人数：中学生17人、指導者5人

　人数が多くてにぎやかです。
仲が良くて入りやすいチーム
で、どんな人もすぐなじめる
と思います。初めての人も気
軽に来てください！

　野球を通じて、技術面はもちろんの
こと、あいさつや礼儀、周囲への気配
りなど人間性も高めていきたいと思っ
ています。雰囲気の良いチームです！
一緒に楽しく野球をしましょう。

監督  長谷川勝さん小林勝成さん
（水原中 2年）

　部活は部員が少ないけれど、
ここでは他校の子と一緒に練習
ができるし、いろいろな先生か
ら教えてもらえます。友だちも
増えて一石二鳥です。

　勝ち負けも大事ですが、一生懸命
やること、試合から学ぶ姿勢を培って
ほしいという思いで指導しています。
剣道のおもしろさを多くの人に伝えた
いです。気軽に見学に来てください！

　見学や加入を希望する人は、左記問い合わせ先に
連絡してください。各クラブの指導者につなぎます。

活動日時と場所：
　（剣道連盟）土曜  午前 9時～12時   水原総合体育館 剣道場
　（剣士会水原）火・金曜  午後7時～9時   水原総合体育館 剣道場
　※ その他の曜日でも安田中体育館や旧分田小体育館、堀越小
体育館で練習しています。

人数：中学生6人、指導者15人

阿賀野BBC（阿賀野市少年野球クラブ）

阿賀野市剣道連盟

阿賀野市陸上長距離クラブ

■この記事に関する問い合わせ
　　　　　　　学校教育課　☎62‐2790（内線331）
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 申告相談会は全て予約制で実施します

申告相談会の日程・お知らせ

　■期　　間：2月 16日（金）～ 3月 15日（金）
　■ 会　　場：市役所 4階「402・403会議室」　※申告相談会場に待合スペースはありません。
　■受付方法： 予約時間の10分前から受け付けます。予約時間と氏名、予約番号を申し出ください。

◎確定申告書作成コーナーを設置します

開催期日 受付時間 予約枠 会場

2月16日（金）～2月21日（水）
の平日 午前 8時45分～11時40分

午後 1時～ 2時 15分

各日
128枠

市役所４階
「402・403会議室」

2月22日（木）～3月15日（金）
の平日 各日

132枠
2月25日（日）※休日相談会 午前 8時45分～11時40分

午後 1時～ 1時 50分
・ ・ 休日相談会は、勤務の都合などで平日の申告相談会に来ることができない人が対象です。
・・予約時間を過ぎた場合は、入場できません。

ホームページ ID＝ 12268

来場に当たってのお願い

！
注意

次の内容を含む申告は、市の申告相談会場で受け付けできません。
新発田税務署の申告会場で申告してください（8ページをご覧ください）。
●青色申告　　●損失申告　　●雑損控除　　●譲渡所得
●住宅借入金等特別控除を受けるための1年目の申告
● 株式譲渡、配当所得、先物取引、山林所得など

◎新型コロナウイルスなどの感染拡大防止対策
  ・   ・ 発熱（37.5 度以上）・咳・倦怠感などの症状
がある人は、来場を遠慮してください。

  ・   ・ 来場の際は、マスクの着用・手指消毒・咳エ
チケットなどの徹底をお願いします。

◎確定申告書の電子送信
　 　個人情報保護と速やかな還付手続きのた
め、会場で作成した確定申告書は新発田税務
署に電子データで送信します。データ送信に
は、申告者の利用者識別番号が必要です。持っ
ていない人は、会場で取得手続きを行います。

自分で申告相談会場のパソコンを使い、画面
の案内に沿って入力することで、申告書の作成
や提出ができます。市役所4階「402・403会
議室」へ直接来場してください（予約不要）。

■設置期間：2月 16日（金）～3月 15日（金）
■利用時間：申告相談会の受付時間内
（午前11時40分～午後1時は入場できません）

確定申告・住民税申告相談会特集

　申告相談会は、新型コロナウイルス感染拡大防止と会場内の混雑緩
和のため、全て予約制で実施します。予約は申告者本人以外の方でも全て予約制で実施します。予約は申告者本人以外の方でも
可能です。電話による予約受付は行いません。可能です。電話による予約受付は行いません。
　自分で申告書を作成できる人は、電子申告や申告書の郵送、市役所
に設置する申告便利BOXへの投函により申告書を提出してください。
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予約方法（申告者本人以外でも可能）　※電話での予約受付はできません※電話での予約受付はできません

◎インターネット予約（24時間受付）
　■受付期間：3月 13日（水）まで ※希望日の 2日前まで予約可

◎窓口予約・・・インターネット予約が利用できない場合は、次のとおり予約を受け付けます
受付期日 受付時間 会場

2 月 9日（金）までの平日 午前8時30分～午後5時15分 市役所別館 2階 税務課

2月13日（火）～3月13日（水）
の平日

午前9時～午後2時15分 市役所４階「402・403会議室」

午後2時15分～ 5時15分 市役所別館 2階 税務課

パソコン・スマートフォンから申告書を作成してみませんか

◎ e-Tax・確定申告書作成コーナーの操作などに関する問い合わせ
　＜ e-Tax・作成コーナーヘルプデスク＞ ☎ 0570‐01‐5901
　・　・月～金曜日（休祝日を除く）4月 1日までは午前 9時～午後 8時
　・　・日曜日（2月 18日、25日、3月 3日、10日に限り）午前 9時～午後 8時

◎申告便利BOXを設置します

確定申告書等作成コーナー
(e-Tax) 動画で見る確定申告 住民税シミュレーションコーナー

（市民税・県民税申告書の作成）

国税庁
ホームページ

国税庁
ホームページ

市ホームページ
ID＝ 2167

▶
③  仮予約受付案内メールが届いたら、
　 記載されているURLにアクセス

▶
④ 予約完了通知メールが届く

　入力したメールアドレス宛にメール
が届いたら、必ず記載されたURL にア
クセスし、予約を完了させてください。
メールが届かない場合は、税務課 市民
税係まで連絡してください。

　これで予約完了となります。予約完了通知
メールに予約番号が記載されています。メー
ルは削除せず保管するか、内容を紙に控え
ておいてください。当日の受け付けやキャン
セルの際に、必要になる場合があります。

①  阿賀野市申告相談会サイトにアクセス

▶
②  日時を選択し、予約フォームに必要事
項を入力して送信

1. 検索サイトから　　　　 2.二次元コードから 　注意事項をよく読み、来場する人の氏名、
電話番号、メールアドレス（来場者以外の
ものでも可)を入力し、送信してください。

阿賀野市 申告予約

　3月 15日（金）まで市役所に設置する申告
書提出用のポストです。申告書と添付書類を
同封の上、封筒には差出人住所と氏名、宛先
を必ず記載して提出してください。
■宛先： 確定申告書は「新発田税務署」、  市民

税・県民税申告書は「市役所税務課」
と記載して下さい。宛先間違いが増
えています。提出の際は今一度確認
してください。

■設置場所・時間
・正面玄関エレベーター前
　 午前8時30分～午後5時15分（平日昼間）
・警備員室前（体育館側通用口）
　 午後 5時 15分～ 9時（平日夜間）
午前 8時 30分～午後 9時（土・日曜、祝日）

※ 控えが必要な場合は、あらかじめ写しをとっ
てから提出してください。
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税務署が設置する申告会場の日程

◎新発田税務署が設置する申告会場

＜注意事項＞

◎新潟税務署が設置する休日申告会場

◎共通事項
・ ・ 確定申告会場の入場には、入場整理券が必要です。
　　当日配付または国税庁 LINE公式アカウントから事前に
　　取得してください。
　・ 　・ 確定申告に関するお問い合わせは、国税庁ホームページ
　　確定申告特集を利用ください。

税務署からのお知らせ

◎公的年金等受給者に係る確定申告不要制度
　公的年金等の収入の合計額が400万円以下で、公的年金等に係る雑
所得以外の所得金額が20万円以下の人は、確定申告が不要です（所
得税の還付を受ける場合は、確定申告が必要となります。確定申告が
不要でも、市民税・県民税の申告は必要な場合があります。詳しくは
次のページを確認してください）。

◎消費税の確定申告をする人へ
　個人事業者における令和5年分の消費税・地方消費税は、4月1日（月）
が申告・納付期限です。

期間 受付時間 申告会場

2 月 15日（木）までの平日
（還付申告のみ）

午前9時～午後4時

新発田税務署庁舎
（新発田市諏訪町 1‐12‐24）

2月16日（金）～3月15日（金）
の平日

新発田市カルチャーセンター
（新発田市本町 4‐16‐83）

・ ・ スマートフォンを持っている人は、確定申告
会場において、基本的にスマートフォンを利
用して申告書を作成してもらいます。
・ ・ 来場の際は、マイナンバーカードを持参して
ください。また、マイナンバーカードのパス
ワード（数字4桁及び英数組み合わせ6～
16字の2種類）が必要となりますので、事前
に確認してください。

・ ・ 咳や発熱などの症状のある人は入場を断り
ます。
・ ・ 午後4時前であっても、相談受付を終了する
場合があります。
・ ・ 2月 16日～ 3月15日は、新発田税務署庁
舎では申告相談を行いません。
・ ・ 記入済みの確定申告書などは、新発田税務署
庁舎のみで受け付けます。

期日 受付時間 申告会場

2 月 25日（日） 午前9時～午後4時 朱鷺メッセ
（新潟市中央区万代島 6‐1）

国税庁LINE公式
アカウント

確定申告
特集

確定申告・住民税申告相談会特集
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申告に必要なもの 　※の書類は必ず事前に作成してください

① 公的年金収入のみの人（国民年金、厚生年金など）

65歳以上（昭和34年１月１日以前生まれ）

年額148万円以下 年額148万円超

申告は不要です 控除を追加する場合
申告が必要です　　

65歳未満（昭和34年１月２日以降生まれ）

年額98万円以下 年額98万円超

申告は不要です 控除を追加する場合
申告が必要です　　

② 収入なしまたは非課税収入のみの人

遺族年金や障害年金、失業保険、傷病手当金などを受給している人

阿賀野市居住者の扶養になっている人

誰にも扶養されていない、または阿賀野市以外の居住者の扶養になっている人

いずれか１つに
該当する場合は、
申告は不要です

！
注意

税法上申告が不要であっても、国民健康保険などの各種保険税（料）や保育・医療
費の自己負担割合、児童手当、教育関係支援金など市の各種制度の算定・判定に所
得金額や税額が使用されるため、申告が必要となる場合があります。

　令和 6年 1月 1日現在、阿賀野市に住所のある人が対象ですが、申告が不要な場合もあります。
下記の図で確認してください。

収入は公的年金のみ
ですか？

所得税の確定申告
をしますか？

市民税・県民税の
申告は不要です

申告が必要です
※ 内容によっては、
申告が不要の場
合もあります下記①①へ

令和5年中に収入がない、または非課税
収入※のみですか？
※ 遺族年金、障害年金、失業保険、傷病手当金など

下記②②へ

はい
はい

いいえいいえ

市民税・県民税申告が必要か確認しましょう

□  マイナンバー確認書類
　 （マイナンバーカード、通知カード、マイナン
バー記載の住民票などの写しなど）
□本人確認書類
　（マイナンバーカード、運転免許証、保険証など）
□本人名義の預貯金口座番号
　（初めて振替納税をする人や還付を受ける人）
□金融機関の届出印（初めて振替納税をする人）
□税務署から送付された申告書やハガキ　

□  利用者識別番号が分かる書類（過去に取得した
人のみ )

□  給与・年金の源泉徴収票、その他収入に関する書類
□  収支内訳書※
□  所得控除の証明書類（社会保険料・小規模企
業共済等掛金・生命保険料・地震保険料・障害
者などの各控除に必要な書類）

□  医療費に関する書類※（医療費の明細書、セ
ルフメディケーション税制の明細書 )

はい
いいえ

■この記事に関する問い合わせ・申告書の提出先
・所得税・消費税に関すること…新発田税務署　☎ 0254‐22‐3161、〒 957‐8666（住所記載不要）
・市民税・県民税に関すること… 市役所別館 2 階 税務課 市民税係　☎ 62‐2510（内線 2664 ～

2666）、〒 959‐2092（住所記載不要）
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コミュニティーの源、避難訓練のススメ

自治会の「 地域避難場所 」  設定のススメ設定のススメ
～ご近所同士で安全の確保と安否確認を！～

地域避難場所とは？
　地域の集会施設や公園などを「地域避難
場所」として指定し、災害発生により避難
する際に、自治会の皆さん全員で安否確認
などを行う場所として使用します。
　市では、各自治会における地域避難場所
の指定を勧めています。

▲安否確認 ▲要支援者の避難 ▲消火訓練▲煙体験

訓練のメニュー（例）

■この記事に関する問い合わせ　 危機管理課 危機管理係　☎ 25‐7194

　地域避難場所が決まったら、さまざまな内容を取り入れて訓練をしてみませんか。
　実施する際は、気軽に危機管理課に相談してください。

ポイント
地域避難場所を決めて、
災害時にそこに集まる
ようにしておけば、容
易に自治会で安否確認
ができ、逃げ遅れてい
る人の把握がスムーズ
になります。

 ▼ 地域避難場所を決めている自治会　
自治会 地域避難場所 自治会 地域避難場所

小松 小松集落開発センター 出湯 出湯公民館
草水 草水コミュニティーセンター 畑江 ㈱バイオテックジャパン

福永 福永公会堂 勝屋 勝屋集落開発センター

丸山 丸山地区集会所 湯沢 湯沢公会堂

中山 山手地区コミュニティセンター 女堂 女堂公会堂
ツベタ 阿賀野病院 折居 折居ふれあいセンター

大日 村杉ふれあいセンター 羽黒 優婆尊・羽黒公民館

村杉 村杉ふれあいセンター 貝喰 貝喰ふれあい会館

今板 今板ふれあいセンター

 ※ 市内土砂災害警戒区域等のある自治会では、「地域避難場所」を決めています。

避難訓練で安否確認をしている様子
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　の
予約予約・支払い・支払いがオンラインオンラインで可能になります

　これまでの対面・紙による方法に加えて、オンラインでの予約と支払いが可能になる
新システムの運用を 2月 1日から開始します。

■ この記事に関する問い合わせ　企画財政課 デジタル化推進係　☎ 61‐2482
※施設の利用手続き・予約内容などについては各施設の担当窓口に問い合わせてください。
　（市のホームページと施設予約システム内に、施設ごとの問い合わせ先を公開しています）

対象施設とサービス対応状況

オンライン予約・支払いの利用手順

利用可能時間

・・体育施設
・・公民館
・・その他コミュニティ施設　など
　対象施設の一覧や各種サービスの対応状況、
問い合わせ窓口などは、市のホームページと施
設予約システム内で公開しています。
　下記二次元コードから確認してください。

24時間 365日
（メンテナンス時や
障害時は除きます）

オンラインでの支払い

対面の窓口での受付

　インターネット環境がない人や、システムの
利用が難しい人は、引き続き各施設の窓口にお
いて予約ができます。

市ホームページ 施設予約システム

●利用できる決済手段
　・クレジットカード
　・PayPay
　・コンビニ決済
●一部の施設ではオンラインでの支払いができません。
●   オンラインで支払った後にキャンセルした場
合、時期や施設により返金などの対応が異なり
ます。詳細は各施設に確認してください。

●  オンラインで支払う場合は、オンライン予約を
する必要があります。 ※紙の申請書で予約し
た場合は、オンラインでは支払えません。

その他留意事項

●  オンライン予約・支払い機能を利用する場合
は、事前に所定の窓口で利用者登録が必要で
す。登録を申請する様式は、市ホームページ
からダウンロードできるほか、各施設の窓口
にも備え付けています。

　※詳細は市ホームページを確認してください。
●  施設の空き状況の閲覧は、誰でも可能です（利
用者登録不要）。

●  オンライン予約の場合は、予約可能期日が従
来の対面による窓口での受付期日と異なる場
合があります。

①利用者登録
※初回のみ

登録の際は、所定
の窓口で本人確認
が必要です。

②仮予約
   （利用者）

所定の期日までに施
設予約システムから
予約してください。

③審査
  （市役所）

予約内容を確認し、
承認・却下などの
処理を行います。

④本予約
  支払い・利用

市役所側で承認すると予
約が確定し、オンライン
による支払いが可能とな
ります。

▶ ▶ ▶

いつでも

ＯＫっちょ！

公共施設
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寄付

瓢
湖
周
辺
の
環
境
整
備
に

●
株
式
会
社
第
四
北
越
銀
行
ほ
か

12
月
11
日
、
株
式
会
社
第
四
北
越
銀
行
水
原
支

店
兼
水
原
中
央
支
店
西
山
豊
支
店
長
、
イ
オ
カ
電

子
株
式
会
社
井
岡
秋
夫
代
表
取
締
役
が
市
役
所
を

訪
れ
、
34
万
1
千
円
の
寄
付
金
目
録
を
田
中
市
長
に

手
渡
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
寄
付
は
、「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
私
募
債
」
の
手
数
料

の
一
部
を
利
用
し
、
趣
旨
に
賛
同
し
た
企
業
と
株
式

会
社
第
四
北
越
銀
行
が
連
名
で
行
っ
た
も
の
で
す
。

　
　
　
・
株
式
会
社
第
四
北
越
銀
行

　
　
　
・
イ
オ
カ
精
密
工
業
株
式
会
社

　
　
　
・
イ
オ
カ
電
子
株
式
会
社

　
　
　
・
有
限
会
社
エ
ン
ド
レ
ス
ラ
イ
ン

　
　
　
・
株
式
会
社
渋
谷
商
店

　
　
　
・
精
電
舎
株
式
会
社　
ほ
か
1
社

　
寄
付
金
は
、
今
後
市
が
行
う
瓢
湖
お
よ
び
周
辺
施

設
の
環
境
整
備
事
業
の
財
源
の
一
部
と
し
て
有
効
に

活
用
し
ま
す
。

子
ど
も
た
ち
の健

全
育
成
に

●
株
式
会
社
エ
ス
ポ
ア
ー
ル

12
月
20
日
、
株
式
会
社
エ
ス
ポ
ア
ー
ル
（
福

島
県
田
村
市
）
の
杉
山
直
之
代
表
取
締
役
社

長
が
市
役
所
を
訪
れ
、
子
ど
も
た
ち
の
健
全

育
成
に
役
立
て
て
ほ
し
い
と
10
万
円
を
寄
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

笹
岡
地
区
内
に
工
場
を
有
す
る
同
社
は
、

経
営
方
針
で
あ
る
地
域
貢
献
の
一
環
と
し
て
、

平
成
23
年
か
ら
毎
年
市
に
寄
付
を
行
っ
て
お

り
、
今
回
で
13
回
目
の
寄
付
と
な
り
ま
す
。

　

市
長
は
「
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
、
大
切

に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
」
と
お
礼
の
言

葉
を
述
べ
ま
し
た
。

真
心
を
込
め
て
門
松
寄
贈

●
京
ヶ
瀬
中
学
校

12
月
22
日
、
京
ヶ
瀬
中
学
校
生
徒
会
役
員
の

皆
さ
ん
が
市
役
所
を
訪
れ
、
田
中
市
長
に
門
松

を
手
渡
し
ま
し
た
。

　

門
松
は
毎
年
製
作
し
て
お
り
、
今
年
も
市
役

所
の
ほ
か
、
京
ヶ
瀬
地
区
の
郵
便
局
、
駐
在
所
、

京
ヶ
瀬
支
所
、
市
立
図
書
館
、
京
ヶ
瀬
小
学
校

に
届
け
ま
し
た
。

10
月
の
終
わ
り
に
稲
わ
ら
を
乾
か
す
と
こ
ろ

か
ら
始
め
、
材
料
調
達
か
ら
製
作
ま
で
生
徒
会

が
中
心
に
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

新
生
徒
会
長
の
荒
澤
さ
ん
は
「
日
頃
の
感
謝
を
込

め
て
、
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
方
へ
届
け
た
い
と
い
う

気
持
ち
で
作
っ
た
。
み
ん
な
と
楽
し
く
協
力
し
て
き

れ
い
な
門
松
が
作
れ
て
よ
か
っ
た
」
と
話
し
ま
し
た
。

左から西潟芽生さん、荒澤美麗さん、稲垣奈
南さん、井口景蒔さん、田中市長

左から井岡代表取締役、田中市長

左から田中市長、杉山代表取締役社長

寄付企業
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表彰

◆長年にわたる功績・功労者に贈られました

　長尾さんは、法務事務官として、
42年の長きにわたり刑事収容施設
に勤務されました。
　その間、矯正業務の第一線で多種
多様の収容者の処遇に携わり、施設
の規律秩序の維持に努め、収容者の
指導および改善更生の実現のために
尽力されました。

瑞寶単光章瑞寶単光章

矯正業務功労

長尾 一幸さん
（上中野目）

　唐橋さんは、昭和52年に水原郷消防組合に採用さ
れて以来、阿賀北広域組合を経て阿賀野市の消防職員
として勤務し、平成30年に退職されました。
　救助隊長として多くの災害現場で人命救助に当たっ
たほか、平成10年度から2年間は県消防学校の教官
を務め、県内数多くの消防職員を育成。平成26年度
から退職までは消防長として市の消防体制の再編に取
り組み、消防行政の推進に尽力されました。

消防功労

唐橋 繁英さん
（七浦）

瑞宝双光章瑞宝双光章

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
派
遣

●
倉
島
竹
彦
さ
ん

　
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
海
外
協
力
隊
と
し
て
ホ
ン
ジ
ュ
ラ

ス
に
派
遣
さ
れ
る
倉
島
竹
彦
さ
ん
（
羽
黒
）
が
、

出
発
に
先
立
ち
、
1
月
17
日
に
市
長
を
表
敬
訪

問
し
ま
し
た
。

　

倉
島
さ
ん
は
、
ホ
ン
ジ
ュ
ラ
ス
の
マ
ル
カ
ラ
・

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
コ
ー
ヒ
ー
財
団
に
2
年
間
派
遣

さ
れ
ま
す
。
配
属
先
で
は
、
小
・
中
学
校
を
訪

問
し
、
3
Ｒ
推
進
、
環
境
汚
染
な
ど
を
テ
ー
マ

に
環
境
教
育
を
行
っ
た
り
、
学
校
菜
園
の
普
及

支
援
を
通
じ
て
、
有
機
農
業
の
手
法
や
食
の
安

全
の
大
切
さ
を
伝
え
た
り
す
る
予
定
で
す
。

　

倉
島
さ
ん
は
、「
現
地
の
子
ど
も
た
ち
だ
け
で

な
く
大
人
に
対
し
て
も
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
大
切

さ
や
公
害
問
題
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る

よ
う
、
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
意

気
込
み
を
話
し
ま
し
た
。

て、
施設

多種
施設
者の 勲章

第 41 回危険業務従事者叙勲（11 月 3日）

12
月
21
日
、
市
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
特

別
表
彰
式
が
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
令
和
4
、
5
年
度
に
行
わ
れ
た
ス

ポ
ー
ツ
の
全
国
大
会
に
出
場
し
優
秀
な

成
績
な
ど
を
収
め
た
個
人
に
表
彰
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。

【
受
賞
者
】

○
ボ
ク
シ
ン
グ

　

金
巻　

昂
樹
さ
ん
（
笹
岡
）

○
陸
上

　

渡
辺　

大
星
さ
ん
（
寺
社
）

○
野
球

　

杉
山　

陽
生
さ
ん
（
小
河
原
）

阿
賀
野
市
文
化
・

ス
ポ
ー
ツ
特
別
表
彰●

３
人

左から田中市長、杉山さん、金巻さん
※渡辺さんは欠席

左から田中市長、倉島さん
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倉島啓人さんにインタビュー

　1月2日、3日に行われた第100回箱根駅伝に、阿賀野市（金渕）
出身の倉島啓人さん（駿河台大学2年）が出場しました。5区の山登り
区間を走った倉島さんは区間5位と好成績を残し、チームに大きく貢献
しました。チームは総合18位の結果となりました。

　「もともと走るのが得意ではなかった」と話
す倉島さん。サッカーをしていましたが、走る
のが楽しくなって中学の途中から陸上部に入り、
そこから長距離走にのめり込みました。
　初めての箱根駅伝を「憧れの舞台で、しかも

憧れの区間で走れて、とても楽しかった」と振り返り、「大会の前日
に大きな地震があったにもかかわらず応援してもらい、心から感謝
している。少しでも明るい話題を届けられるようにと思い走った。来
年は区間賞を獲れるように頑張るので、今後も応援よろしくお願い
します！」と市民の皆さんへメッセージをもらいました。

楽しく手話で話そう 楽しく手話で話そう 市民手話講座

◆日　時 ３月２日（土）午前 10時～ 11時 30分
( 受け付け：9時 30分から )

◆ 会　場 水原公民館 1 階「大講堂」

◆ 内　容 ・・聴覚障がい者の理解（ろう者の生活についての話）
・・手話（簡単なあいさつなど）

◆  講　師 新潟県手話通訳問題研究会運営委員
長谷川 達也 氏ほか

◆ 対象者 市民 ◆ 定　員 先着 40人

◆ 参加費 無料 ◆申込期限 2月26日（月）

◆ 申し込み・
問い合わせ

電話、FAX（氏名、住所、年齢、連絡先を記載）、
または右記二次元コード（電子申請
システム）から申し込んでください。
障がい者基幹相談支援センター
☎61‐2488、Ⓕ61‐2036

ID ＝ID＝ 12435手話に初めて触れる人でも気軽に参加できる講座です。
あなたも手話に触れてみませんか？

手話サークル「あじさい会」手話サークル「あじさい会」
毎週水曜 午後 7 時 30 分～ 9 時、

水原公民館で、手話を習得するため
の学習や親睦会などを行っていま
す。見学は自由です。
　希望する人は、阿賀野市
ボランティアセンター
（☎ 67‐9203）に問い
合わせください。

▲昨年の市民手話講座の様子

50

あがのポイント
対象事業
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電子レンジで簡単！ レモンの酸味でさっぱりいただけます。

サケのレモンバター蒸しサケのレモンバター蒸し (190kcal  塩分 0.7g)(190kcal  塩分 0.7g)
【材料】（2人分）
生ザケ（70ｇ） 2切れ
塩 少々
こしょう 少々
しめじ 20g
まいたけ 15g
玉ねぎ 1/4 個
バター 20g
めんつゆ(3倍濃縮 ) 小さじ 1.5
レモン　 1/2 個
酒（または白ワイン） 大さじ 1
ドライパセリ　 適量

①  サケに塩を振り、しばらくおいて水気をキッチンペーパーでふき、
こしょうをふる。玉ねぎは薄切りにする。レモンは断面から2枚
ほど3mmの薄い輪切りにする。残りはくし形に切っておく。

②  きのこ類は食べやすい大きさにほぐす。
③  耐熱容器に玉ねぎ、きのこ、サケ、
輪切りレモン、バターの順にのせ、
酒を振る。

④  ふんわりとラップをかけて、電子レ
ンジ600ｗで８分程度加熱する。

⑤  器に盛り、めんつゆをかける。ド
ライパセリをかけ、くし形レモン
を添えたら完成。

クックパッド　阿賀野市 検索

vol.24

阿賀野の食の恵みを味わいましょう

　市では、地場産物を取り入れた学校給食を提供し
ています。
　昨年11月には、市や農協などによる有機農業拡
大の取り組みとして、笹神地区の 3小中学校に地
域で栽培された有機米が、安野小学校には地域で
栽培された減農薬・減化学肥料のお米が試験的に提
供されました。
　子どもたちからは「いつもよりあまくておいしい」 「も
ちもちしていておいしい」といった声が聞かれました。

■地場産物を取り入れた学校給食

■地産地消のススメ

▲安野小学校の給食の風景

　市の学校給食では、阿賀野市産のコシヒカリを
100％使い、野菜の地場産率も年々増えています。
　みなさんの家庭では普段から市内産のお米や野菜を
食べているでしょうか？地産地消は、環境にやさしい
だけでなく、地域農業への理解を深めたり、食べ物の
“旬” を覚えたりする食育にもなります。ぜひ家庭でも
市の旬の味覚を味わって地産地消を進めましょう。

【笹岡小学校の給食の一例】
・ごはん（笹神地区の有機米）
・ピーマンメンチ（市内のピーマン・玉ねぎを使用）
・きりざい　
・みそけんちん汁（市内の里芋・長ねぎを使用）
・牛乳（新潟県産）

地域の農産物が購入できる直売所、観光農
園などは「農産物まるごとガイドブック」
をご覧ください（新潟県ホームページより）
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鎌田 冬柚ちゃん（2歳 1カ月）

ふゆちゃんは ダンスがだいすき。ママが
うたう おうたに あわせて パパの おなかの
うえに たって ダンスをするよ！あしぶみし
たり ちいさくジャンプもするから パパは い
たそうだけど みている みんなは おおよろ
こび。パパとママのほかに じぃじと ばぁば
と おおじぃじと おおばぁばも いっしょに 
すんでいるから みんなに かわいがられて 
ふゆちゃんは とってもしあわせ。じぶんの
おやつをみんなにおすそわけするよ！

ふ      ゆ

児童書
『ひと粒のチョコレートに』
佐藤清隆 文　junaida 絵（福音館書店）
チョコレートのな

めらかな口どけのよ
さ、甘味と苦みのバ
ランスは人を幸せな
気分にしてくれます。
人類がカカオに出会
い、その不思議な油
を使ってチョコレート
を作り上げるまでの
長い歴史が紹介されています。チョコレート
のおいしい秘密がわかります。  ※阿賀野市
立図書館、水原中学校市民図書室、安田図書
館にあります。

一般書
『恋文の技術』

森見 登美彦 著（ポプラ社）
へき地の実験所に

とばされた男子大学
院生。独りぼっちの
寂しさを紛らわせる
ために友人や家族に
「文通武者修行」と
称して手紙を送りま
くる。そのうちに後
輩から恋愛相談を受
けるが恋を成就させることはできるのか？
そして恋文を書くコツとは？  ※阿賀野市立
図書館、水原中学校市民図書室にあります。

今月の本
《市立図書館》

《水原中学校市民図書室》
２月

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3

4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29

３月
1 2

3 4 5 6 7 8 9

伊藤さん宅のハリィちゃん

　ぼくは、セキセイインコのハリィ。さわや
かな青い羽が特徴の 3才の男の子だよ。
　ぼくの好きな食べ物は枝豆と豆苗。枝豆を
たくさん食べた後は、ペットボトルのキャッ
プをくわえて走って遊ぶんだ～。走った後
は、元気いっぱい羽ばたいて、家族の肩の上
にちょこんと乗って休憩するんだ。
　ぼくはおしゃ
べりが大得意で
ね「ハリィチャー
ン！」と自分の
名前を言ったり、
野球の村上宗隆
選手の応援歌を
歌ったりできる
のさ。
　ぼくのおしゃべ
りで町にいっぱい
元気を届けて行
きたいな！

２月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29

３月
1 2

3 4 5 6 7 8 9

 ・・・休館（室）日
●・・・蔵書点検日

※ 安田図書館は、2月5日（月）
～7日（水）が蔵書点検日です。
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写真写真

　12月 26日、市役所で職員を対象とした「ベビーファースト研修会」が行われました。市役所では、赤ちゃ
んを連れている人や妊産婦さんが来庁したときの対応力向上を目指しています。　※左側が実際の写真です。

☆ 応募の方法など ☆

　上の 2つの写真で、違うところが 5カ所あり
ます。①クイズの答え、②広報紙や市政への意見、
③郵便番号・住所、④氏名、⑤年齢、⑥電話番
号を記入し、はがきや電子メール、ＦＡＸで２月
16日（金）必着で応募してください。
送付先：〒959-2092 阿賀野市役所 広報あがの行、
電子メール：shiminkyodo@city.agano.niigata.jp、
FAX：62‐0281　※正解者の中から抽選で5人
に、ごずっちょグッズをプレゼントします。発表
は、賞品の発送をもって代えさせていただきます。 問題 1：「有酸素」、問題 2：「LINE」

☆12月号の正解は次のとおりです ☆

広
報
あ
が
の
行

阿
賀
野
市
役
所

9 5 9 2 0 9 2

①クイズの答え
切り抜いて貼り付ける
と簡単です。ホームペー
ジにも応募用紙があり
ます。
②広報紙や市政への意見
③郵便番号・住所
④氏名
⑤年齢
⑥電話番号

★今月のプレゼント★

ごずっちょシール＆
絵馬ストラップ (柄は選べません )絵馬ストラップ (柄は選べません )

日程 プログラム① プログラム②

４日
11日

くまのがっこう
ジャッキーとケイティ

映画すみっコぐらし
青い月夜のまほうのコ

18日 蔵書点検のためお休み

25日 ドナルドダック
ドナルドの磁石騒動 全 8話

むかしばなしのおへや 1 
ももたろうほか 小澤俊夫再話

３月
３日 新・恐竜大進撃 かがみの孤城

※一部内容を変更する場合があります。

日 毎週日曜、午後 1時 30分～（予約不要、入場無料）
場・問市立図書館　☎ 67‐2500

・

おはなしこんにちはおはなしこんにちは
日２月 11日（日）午前 10時 30分～
場・問 水原中学校市民図書室　☎47‐8068

おはなしのじかんおはなしのじかん
日 毎週土曜、午前 10時 30分～
場・問市立図書館　☎ 67‐2500

ール＆＆ルちょシールールールっちっっっっち ＆っちょシール＆＆
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催　
　

し

催　
　

し

塾
の
コ
ン
ビ
ニ

◎
親
子
あ
そ
び
塾

①
に
こ
に
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク

①
に
こ
に
こ
リ
ト
ミ
ッ
ク

日
2
月
8
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
10
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ

レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
前
田
美
菜
子

氏
（
音
楽
教
室
主
宰
・
リ
ト
ピ
ュ

ア
式
指
導
・
資
格
者
）

②
マ
マ
の
た
め
の
簡
単
美
容
講
座

マ
マ
の
た
め
の
簡
単
美
容
講
座

日
2
月
9
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
フ
リ
ー
ル
ー
ム
」

講
下
間
千
加
子
氏
（
日
本
エ
ス
テ

テ
ィ
ッ
ク
協
会
認
定
エ
ス
テ
テ
ィ

シ
ャ
ン
）　

定
６
組　

持
バ
ス
タ
オ

ル
・
フ
ェ
イ
ス
タ
オ
ル
各
１
枚

③
に
こ
に
こ
木
育
広
場

③
に
こ
に
こ
木
育
広
場

日
２
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

正
午　

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー

ム
」　

講
岡
田
真
弓
氏（
お
も
ち
ゃ

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
マ
ス
タ
ー
）

④
マ
マ
の
た
め
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

マ
マ
の
た
め
の
骨
盤
エ
ク
サ
サ
イ
ズ

日
２
月
16
日
（
金
）
午
前
10
時
〜

11
時　

場
あ
が
の
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」

定
8
組　

講
下
間
千
加
子
氏
（
保

健
師
・
カ
イ
ロ
プ
ラ
ク
タ
ー
）

⑤
親
子

⑤
親
子
dede
ダ
ン
ス

ダ
ン
ス

日
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
10
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ 

「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
長
谷
川

智
美
氏　

持
タ
オ
ル
・
飲
み
物

⑥
な
ん
で
も
お
し
ゃ
べ
り
会

⑥
な
ん
で
も
お
し
ゃ
べ
り
会

日
2
月
22
日
（
木
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ「
に

こ
に
こ
ル
ー
ム
」

◎
共
通
事
項

◎
共
通
事
項

申
・
問
あ
が
の
子
育
て
支
援

セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ　

☎
62
‐

５
５
８
１　

※
申
し
込
み
は
②

と
④
。　

IDID
＝
１
４
５
４

◎
親
子
え
い
ご
塾

　
（
Ｇ
ｏ
！ 
Ｇ
ｏ
！ 

え
い
ご
）

日
２
月
14
日
（
水
）、25
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
11
時　

場
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ
「
プ
レ
ー
ル
ー
ム
」　

講
ダ
フ

ニ
ー
・
ロ
ッ
ク
氏
（
ス
タ
ー
イ

ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
新
潟
）　

問
あ
が

の
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ

に
こ　

☎
62
‐
５
５
８
１　
　

IDID
＝
１
４
５
４

◎
新
潟
大
学
医
学
部

　

健
康
講
座
塾

　

新
潟
大
学
医
学
部
の
さ
ま
ざ

ま
な
分
野
か
ら
講
師
を
招
き
、

市
民
の
健
康
増
進
や
病
気
の
悪

化
予
防
の
た
め
に
開
催
し
ま
す
。

日
３
月
14
日
（
木
）
午
後
１
時

30
分
〜
3
時　

場
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー
２

階
「
研
修
室
」　

演

題
＝
題
＝
「
脳
卒
中
は
予
防
で
き
る
、

顔
・
腕
・
こ
と
ば
で
す
ぐ
受
診

〜
10
年
前
と
は
違
い
ま
す
〜
」　

講
金
澤
雅
人
氏
（
新
潟
大
学
脳

研
究
所 

脳
神
経
内
科 

准
教
授
）

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
人　

定

１
８
０
人 

先
着

申
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
ま
た
は
、

電
話
で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課 

健
康
づ
く
り

係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
６
２
1
）
IDID
＝
１
２
１
３
９

焼
き
た
て
の
パ
ン
に
感
動
！

焼
き
た
て
の
パ
ン
に
感
動
！

◎
は
じ
め
て
の
パ
ン
作
り
教
室

　
「
こ
ね
る
」、「
発
酵
」、「
焼
く
」

の
工
程
を
体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
２
月
25
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

昼
12
時
30
分
（
午
前

９
時
30
分
〜
受
け
付

け
）　
場
水
原
公
民
館

２
階
「
調
理
室
」　
内
パ
ウ
ン
ド
型

の
パ
ン
を
２
種
類
作
り
ま
す
。　

対
市
内
在
住
・
在
勤
の
成
人　

定

16
人 

抽
選　
￥
１
２
０
０
円（
材

料
費
）　

講
天
野
千
尋
氏
（
フ
ー

ド
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）　

協

力
団
体
＝

力
団
体
＝
パ
ン
・
ド
・
ミ
（
社

会
教
育
認
定
団
体
）　

持
エ
プ
ロ

ン
、
三
角
巾
、
マ
ス
ク
、
飲
み
物

（
水
分
補
給
用
）　

申
水
原
公
民
館

に
電
話
も
し
く
は
下

記
二
次
元
コ
ー
ド
か

ら
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。　

問
水
原
公
民
館　

☎
62
‐

２
０
２
８　

申
込
期
間
＝

申
込
期
間
＝
２
月
５

日
（
月
）
〜
９
日
（
金
）　

※
抽
選

結
果
は
後
日
連
絡
し
ま
す
。　

IDID

＝
９
６
０
９

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

安 田 支 所  ☎ 68‐3000
安田公民館・体育館  ☎ 68‐3006

京ヶ瀬支所  ☎ 67‐2111
市立図書館  ☎ 67‐2500

阿賀野市役所  ☎ 62‐2510
水原総合体育館  ☎ 62‐0656
水原公民館  ☎ 62‐2028
あがの市民病院  ☎ 62‐2780
上下水道局  ☎ 62‐2159
消 防 本 部  ☎ 62‐0119

笹 神 支 所  ☎ 62‐4141
学校教育課  ☎ 62‐2790
生涯学習課  ☎ 62‐5322
農業委員会  ☎ 62‐2420
笹神体育館  ☎ 61‐2111
ふれあい会館  ☎ 63‐8019     

お知らせお知らせ
主　

要　

連　

絡　

先

■略字の見方

◀  このマークが付いている記事は、参加すると
あがのポイントが○ポイント付与されます。
参加の際はカードを持参してください。

日＝日時・期間　場＝場所・会場　内＝内容
対＝対象　　　  定＝定員　　　    ￥＝参加費等
講＝講師　  　  　持＝持ち物　　   他＝その他　
申＝申し込み  　 問＝問い合わせ
先着…先着順　  抽選…応募多数の場合抽選
※対誰でも、定なし、￥無料、申不要の場合は記載なし

（例）（例）
IDID=1234

◀  記事の最後に記載されているIDを市ホーム
ページのページID検索欄に入力すると、簡
単に該当ページを見つけることができます。

あがのポイント
対象事業

50

あがのポイント
対象事業

金澤 雅人 氏

50

あがのポイント
対象事業
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大
人
の
み
そ
作
り
教
室

　

豆
、
こ
う
じ
、
塩
を
混
ぜ
て

こ
ね
て
日
本
の
調
味
料
「
み
そ
」

を
手
作
り
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
2
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
11
時
30
分
（
午
前
9
時
30
分

〜
受
け
付
け
）　

場
安
田
交
流
セ

ン
タ
ー
３
階
「
調
理
実
習
室
」　

対
市
在
住
・
在
勤
の
成
人　

定

20
人 

先
着　

￥
２
５
０
０
円

（
材
料
費
・
約
４
kg 

分
）　

講
月

岡
尚
洋
氏
（
月
岡
糀こ

う
じ
や屋

）　

持

み
そ
を
入
れ
る
お
け
（
５
〜
10

ℓ
）、
家
庭
用
ゴ
ム
ベ
ラ
（
キ
ッ

チ
ン
用
）、
エ
プ
ロ
ン
、
三
角

巾
、
手
拭
き
タ
オ
ル
、
マ
ス
ク　

申
・
問
安
田
公
民
館　

☎
68
‐

３
０
０
６　

※
午
前
９
時
〜
午

後
５
時
に
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

申
込
期
間

申
込
期
間
＝
２
月
５
日
（
月
）

~

９
日
（
金
）　

あ
が
の
担
い
手
農
業
塾

あ
が
の
担
い
手
農
業
塾

考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

収
入
保
険
の
こ
と

　

米
づ
く
り
は
、
自
然
に
大
き

く
左
右
さ
れ
ま
す
。「
も
し
も
」

の
た
め
に
、
心
強
い
農
業
保
険
に

入
っ
て
い
る
と
安
心
で
す
。

　

あ
が
の
担
い
手
農
業
塾
で
は
、

収
入
保
険
に
特
化
し
、
加
入
要
件

で
あ
る
青
色
申
告
も
合
わ
せ
て
学

ぶ
応
援
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

日
２
月
20
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

場
ふ
れ
あ
い
会
館

「
研
修
室
」　

内
①
青
色
申
告
と

は
、
②
収
入
保
険
制
度
と
は　
対

市
内
在
住
の
農
業
経
営
者　
講
①

須
田
幸
英
氏
（
須
田
幸
英
税
理
士

事
務
所 

代
表
）、②
小
池
徹
氏
（
新

潟
県
農
業
共
済
組
合
下
越
支
所
収

入
保
険
課
長
）　

申
・
問
市
農
業

振
興
協
議
会
担
い
手
部
会
事
務
局

（
農
業
委
員
会
事
務
局
内
）　

☎
62

‐
２
４
２
０　

申
込
期
限
＝

申
込
期
限
＝
２
月

15
日
（
木
）　
IDID
＝
１
２
４
５
８

子
ど
も
も
大
人
も

子
ど
も
も
大
人
も

ク
ラ
シ
ッ
ク
バ
レ
エ

無
料
体
験
教
室

　

バ
レ
エ
は
、
体
幹
を
鍛
え
、
姿

勢
が
美
し
く
な
り
ま
す
。
こ
の
機

会
に
ぜ
ひ
、体
験
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

日
３
月
9
日
（
土
）、16
日
（
土
）

〇
幼
児
〜
小
学
２
年
生
コ
ー
ス

…
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
45
分

〇
小
学
３
年
生
〜
大
人
コ
ー
ス

…
午
後
３
時
〜
４
時
40
分　

場
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

「
多
目
的
ホ
ー
ル
」　

定
各
コ
ー

ス
10
人 

先
着　

講
京
ヶ
瀬
バ
レ

エ
メ
イ
ツ
講
師　

持
タ
オ
ル
、

飲
み
物
（
水
分
補
給
用
）　

※

シ
ュ
ー
ズ
、
練
習
着
を
貸
し
出

し
ま
す
。
申
し
込
み
の
際
に
靴

の
サ
イ
ズ
、
身
長
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。　

主
催
＝

主
催
＝
京
ヶ
瀬
バ

レ
エ
メ
イ
ツ　

共
催
＝

共
催
＝
京
ケ
瀬

文
化
協
会　

申
・
問
水
原
公
民

館　
☎
62
‐
２
０
２
８　

申
込
期

申
込
期

限
＝
限
＝
３
月
５
日
（
火
）

水
原
水
原
ふ
る
さ
と

ふ
る
さ
と
農
業
歴
史
資
料

農
業
歴
史
資
料
館

そ
ば
打
ち
体
験
会

日
２
月
18
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

正
午
（
毎
月
第
３
日
曜
）
内
そ
ば

打
ち
体
験
と
試
食
会　

￥
2
千

円　

申
・
問
木
村　

☎
０
９
０
‐

１
６
５
３
‐
１
３
１
２　

「
春
城
」
の
随
筆
を
読
む
会

　

郷
土
の
偉
人
市
島
春
城
の
随
筆

を
読
む
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
２
月
17
日
（
土
）
午
前
10
時

〜
正
午　

場
天
朝
山
文
化
交
流

の
家　

内
春
城
ゆ
か
り
の
会
津

藩
士「
佐
藤
得
所
・
山
川
健
次
郎
」

￥
２
０
０
円
（
資
料
代
）　

問
中

村　

☎
62
‐
７
０
３
８

絵
手
紙
教
室

　

絵
手
紙
教
室
を
開
催
し
ま
す
。

誰
で
も
気
軽
に
参
加
で
き
ま
す
。

日
2
月
21
日
（
水
）
午
後
1
時
〜

場
お
ん
こ
茶
屋
「
多
目
的
ス
ペ
ー

ス
」　
対
小
学
生
以
上　
￥
２
０
０

円
（
教
材
費
）　
持
絵
の
具
、筆
（
貸

し
出
し
あ
り
）　

問
中
村　
☎
62
‐

７
０
３
８

手
続
き

手
続
き
・
制
度
制
度

Procedure･ System

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
へ

「
医
療
費
の
お
知
ら
せ
」
は

確
定
申
告
で
使
用
で
き
ま
す

　

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
届
く
「
医
療
費
の

お
知
ら
せ
」
は
、
医
療
費
控
除

の
添
付
書
類
と
し
て
使
用
で
き

ま
す
。

　

令
和
５
年
1
〜
4
月
診
療
分

は
7
月
に
、
令
和
５
年
5
〜
8
月

診
療
分
は
11
月
に
郵
送
済
み
で
、

令
和
５
年
9
〜
12
月
診
療
分
は

2
月
下
旬
に
郵
送
予
定
で
す
。

◎
注
意
点

◎
注
意
点

・ 

医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
記
載

の
「
自
己
負
担
相
当
額
」「
標

準
負
担
額
」
が
、
医
療
費
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
が
、

医
療
費
助
成
な
ど
に
よ
り
、

実
際
の
負
担
額
と
異
な
る
場

合
は
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

令
和
５
年
9
〜
12
月
診
療
分
や

医
療
機
関
な
ど
か
ら
の
請
求

が
遅
れ
た
も
の
は
、
領
収
書
に

基
づ
い
て
医
療
費
控
除
の
明

細
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

問〇
医
療
費
の
お
知
ら
せ
に
関
す

る
こ
と
…
健
康
推
進
課 

後
期
高

齢
係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内

線
２
１
８
０
）、
新
潟
県
後
期

高
齢
者
医
療
広
域
連
合 

業
務

課 

医
療
給
付
係　

☎
０
２
５
‐

２
８
５
‐
３
２
２
２

〇
確
定
申
告
に
関
す
る
こ
と
…

税
務
課 

市
民
税
係　

☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
６
６
４
〜

２
６
６
６
）

IDID
＝
7
5
5
2

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談
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催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

手
続
き

手
続
き
・
制
度
制
度

Procedure･ System

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
へ

後
期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
者
へ

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
の
証
明
書
発
行

確
定
申
告
で
「
セ
ル
フ
メ
デ
ィ

ケ
ー
シ
ョ
ン
税
制
」
の
適
用
を
受

け
る
場
合
は
、
健
康
の
保
持
増

進
・
疾
病
予
防
に
向
け
た
一
定
の

取
り
組
み
を
行
っ
た
こ
と
を
明

ら
か
に
す
る
書
類
（
保
険
者
名
に

広
域
連
合
が
記
載
さ
れ
た
健
診

結
果
通
知
な
ど
）
の
添
付
ま
た
は

提
示
が
必
要
で
す
。

書
類
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

次
の
と
お
り
広
域
連
合
に
証
明

書
の
発
行
を
依
頼
し
て
く
だ
さ

い
（
自
宅
へ
届
く
ま
で
２
週
間
ほ

ど
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）。

申
証
明
依
頼
書
と
保
険
証
を
持

参
し
、
市
役
所
１
階
健
康
推
進

課
後
期
高
齢
係
で
申
請
す
る

か
、
証
明
依
頼
書
（
必
要
事
項

を
記
入
し
た
も
の
）
と
保
険
証

の
写
し
を
添
付
し
た
も
の
を
広

域
連
合
に
郵
送
（
〒
９
５
０
‐

０
９
６
５　

新
潟
市
中
央
区
新

光
町
4
番
地
１
新
潟
県
自
治
会

館
本
館
３
階
）
し
て
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
証
明
依
頼
書
は
、

健
康
推
進
課
後
期
高
齢
係
に
あ

る
ほ
か
、
広
域
連

合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー

ド
で
き
ま
す
。

問・ 

証
明
書
発
行
に
関
す
る
こ
と
…
健

康
推
進
課
後
期
高
齢
係　
☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
１
８
０
）、

新
潟
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
総
務
課
企
画
係　

☎

０
２
５
‐
２
８
５
‐
３
２
２
１

・ 

セ
ル
フ
メ
デ
ィ
ケ
ー
シ
ョ
ン

税
制
・
確
定
申
告
に
関
す
る

こ
と
…
税
務
課
市
民
税
係

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
６
６
４
〜
２
６
６
６
）

IDID
＝
7
5
4
9

　金融機関やコンビニで国民年金保険料を納めている人は、納め忘れがなく、割引制度がある
口座振替を利用してみませんか。

納付方法 年金保険料
（割引後） 割引額 振替日

2 年前納
（4月～翌々年 3月分） 385,900 円 16,100 円 4月末日

（２年ごと）

1年前納
（4月～翌年 3月分） 194,090 円 4,150 円 4月末日

6カ月前納
（4月～ 9月分、10月～翌年 3月分） 97,990 円 1,130 円

4月末日
・

10月末日

当月末振替（早割） 16,470 円 50円 対象月の当月末日

翌月末振替（割引なし） 16,520 円 なし 対象月の翌月末日

※保険料は、毎年度変わります。上記記載の保険料は、令和 5年度のものです。
※保険料が一部免除されている人は、口座振替の前納制度は利用できません。

問健康推進課 国保年金係　☎ 62‐2510（内線 2183）　

ID ＝ 2301

　4月末日に振替される6カ月・1年・2年
前納を希望する場合は、2月26日（月）ま
でに基礎年金番号の分かるもの（年金手帳
など）、通帳、届出印を持参し、市役所1階 
健康推進課 国保年金係または、各支所で手

続きをしてください。早割は、随時受け付
けています。
　また、令和６年３月以降の申し込みから、
年度の途中からでも6カ月・１年・２年前
納の口座振替が可能になります。

＜口座振替をする人は＞＜口座振替をする人は＞



21 令和６年２月号

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

夜
間
も
休
日
も

手
続
き
で
き
ま
す

内
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請
・

交
付
・
更
新
・
暗
証
番
号
の
再

設
定
・
記
載
事
項
変
更
、
健
康

保
険
証
利
用
・
公
金
受
取
口
座

の
登
録

○
平
日 

日
午
前
8
時
30
分
〜
午
後
5
時

15
分　

場
市
役
所
１
階 

市
民
生

活
課
・
各
支
所
窓
口　

※
支
所

は
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
申
請

の
み

○
夜
間

日
2
月
７
日
（
水
）、21
日
（
水
）

午
後
５
時
15
分
〜
7
時　

場
市

役
所
１
階 

市
民
生
活
課

○
休
日

日
２
月
11
日
（
日
）
午
前
9
時

〜
正
午　

※
3
日
前
ま
で
に
電

話
で
予
約
し
て
く
だ
さ
い
。　

場
市
役
所
１
階 

市
民
生
活
課　

◎
共
通
事
項

◎
共
通
事
項

問
市
民
生
活
課 

マ
イ
ナ
カ
ー

ド
普
及
推
進
班　

☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
１
１
２
）　

IDID
＝
９
０
０
４

住民税非課税世帯に
臨時特別給付金を追加支給します

住民税非課税世帯に
臨時特別給付金を追加支給します

住民税非課税世帯に
臨時特別給付金を追加支給します

　エネルギー・食料品価格などの物価高騰による負担増を踏まえ、特に家計への影響が大きい住民
税非課税世帯に対し、給付金を支給します。

（１）住民税非課税世帯（１）住民税非課税世帯 （２）家計急変世帯（２）家計急変世帯

給付額給付額 1世帯当たり一律７万円７万円

給付対象給付対象

令和5年12月1日現在、市内に住民登録があり、（１）、（２）のいずれかに該当する世帯

世帯全員の令和 5年度分の住民税が非
課税かつ、住民税課税者からの扶養を受
けていない世帯

予期せず令和5年 11月以降の収入が減
少したこと（会社からの解雇や仕入れ価
格高騰による売上の低下など）により、
世帯全員の令和5年中の収入が（１）と
同様の状況にあると認められる世帯
※ 詳細は、市ホームページで確認してく
ださい。

申請方法申請方法

① 令和５年度住民税非課税世帯に対する
臨時特別給付金（３万円）を受給済み
で世帯状況に変更がない場合…市が支
給決定通知書を送付しました。振込口
座などに変更がない人には２月初旬に
給付金を支給します。

　※原則、手続き不要
②  ①以外または未申告者がいる場合…
市から送付された確認書に必要事項を
記入の上、返信用封筒で返送してくだ
さい。また、確認書裏面の二次元コー
ドから電子申請も受け付けています。

　※ 一部申請が必要な世帯には、申請書
を送付しました。

市役所１階 社会福祉課 福祉企画係に令
和５年11月以降の収入額が確認できる
書類（給与明細など）と振込先口座が分
かるものを持参の上、申請してください。
申請書は、申請先にあるほか市ホーム
ページからダウンロードできます。

申請期限申請期限 2月 29日（木）　※申請期限が短いため、早めに手続きをしてください。

問社会福祉課 福祉企画係　☎62‐2510（内線2146・2145・2144）

ID ＝ 11594



令和６年２月号 22

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

市では、第１次計画期間の終了に伴い、
市の人権教育と人権啓発の取り組みを進め
るための基本計画となる「第２次阿賀野市
人権教育・啓発推進計画」を策定します。
　これに先立ち、阿賀野市パブリックコメ
ント実施要綱に基づき、ここに計画（案）
を公表し、広く皆さんの意見を募集します。
■ 募集期間＝募集期間＝ 2月13日（火）～3月13日（水）
※郵送の場合は当日消印有効

■  公表資料＝公表資料＝第２次阿賀野市人権教育・啓
発推進計画（案）

■資料の入手方法資料の入手方法
・市ホームページからダウンロード
・市役所１階 市民生活課、各支所で配布
（土・日曜、祝日を除く午前 8 時 30 分
～午後 5 時 15 分）

　・　・市立図書館（曽郷1028）で配布〔休館
日を除く午前9 時 30分～午後7時まで
（土・日曜、祝日は午後5時まで）〕

申・問〒 959‐2092（住所不要 )
市民生活課　相談係
☎62‐2510（内線2109）、FAX 62‐7444
shimin@city.agano.niigata.jp

広く皆さんの意見を募集します広く皆さんの意見を募集します

２「第２次阿賀野市人権教育・啓発推進計画」

パブリックコメント

１　「第３期阿賀野市国民健康保険保健事業実施計画（データヘルス計画）」
　　「第４期阿賀野市特定健康診査等実施計画」

　市では、元気でいきいきと暮らす市民が増え
るよう、国民健康保険法第82条第4項の規定
に基づく保健事業実施指針により、「第３期阿
賀野市国民健康保険保健事業実施計画（デー
タヘルス計画）」を策定し、併せて高齢者の医
療の確保に関する法律第18条第1項に基づく
特定健康診査等基本指針により第4期阿賀野
市特定健康診査等実施計画を策定します。
これに先立ち、阿賀野市パブリックコメ

ント実施要綱に基づき、ここに計画（案）
を公表し、広く皆さんの意見を募集します。
■  募集募集期間期間＝ 2月8日（木）～３月８日 （金）
　※郵送の場合は当日消印有効

■  公表資料公表資料＝第３期阿賀野市国民健康保険保
健事業実施計画（データヘルス計画）（案）、

第4期阿賀野市特定健康診査等実施計画（案）
■資料の入手方法資料の入手方法
・市ホームページからダウンロード
・水原保健センター１階 健康推進課、市
役所１階 健康推進課、各支所で配布
（土・日曜、祝日を除く午前 8 時 30 分
～午後 5時 15分）
・市立図書館（曽郷1028）で配布〔休館　
日を除く午前９時30分～午後７時まで

　　（土・日曜、祝日は午後５時まで）〕
申・問〒959‐2092（住所不要）
　健康推進課 成人係
　☎62‐2510（内線2631）、FAX62‐2513

kenko@city.agano.niigata.jp
※下記共通事項も参考にしてください。

ID ＝１３８

◎共通事項
■ 提出方法＝提出方法＝所定の意見書（任意も可）に、
①意見、②住所、③氏名（団体などの場合は、
所在地、名称、代表者名）、④電話番号、⑤
意見提出者の区分を必ず記入の上、持参ま
たは郵送、FAX、電子メールのいずれかの方
法で提出してください。所定の意見書は、資
料の入手方法と同様の方法で入手できます。

■ 結果の公表＝結果の公表＝提出された意見は、原則と
して、市の考え方と併せて、後日、資料
の入手方法と同様の方法で公表します
（個人情報は非公表）。追加資料の作成や
個別回答は行いません。



23 令和６年２月号

募 　

集

　

集

水
原
野
球
場

水
原
野
球
場

自
動
販
売
機
の

設
置
業
者
を
募
集
し
ま
す

対
次
の
全
て
に
該
当
す
る
事
業
者

①
市
内
在
住
の
事
業
主
で
あ
る
こ
と

② 

空
き
缶
な
ど
の
ご
み
の
回
収

が
行
え
る
こ
と

③ 

市
税
の
滞
納
が
な
い
事
業
者

で
あ
る
こ
と

④ 

設
置
・
撤
去
に
か
か
る
費
用

を
負
担
で
き
る
こ
と

設
置
場
所
＝

設
置
場
所
＝
水
原
野
球
場
（
冬
期
間

閉
鎖
）
台
数
台
数
＝
1
台　
使
用
許
可
期

使
用
許
可
期

間
＝
間
＝
4
月
1
日
〜
令
和
７
年
3
月
31

日　
※
最
大
２
年
更
新
可
他
使
用
料

は
、
売
上
の
1
％
と
電
気
料
金
の
合

算
額
と
な
り
ま
す
。
応
募
多
数
の
場

合
は
、
抽
選
と
な
り
ま
す
。
設
置
場

所
や
不
明
点
は
事
前
に
確
認
し
て
く

だ
さ
い
。　

申
申
込
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
生
涯
学
習
課
へ
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
申
込
書
と
募
集
要

項
は
提
出
先
に
あ
り
ま
す
。　

問
生

涯
学
習
課 

管
理
・
ス
ポ
ー
ツ
係　
☎

62
‐
５
３
２
２　

申
込
期
限
＝

申
込
期
限
＝
２
月

29
日
（
木
）　
IDID
＝
１
２
４
４
５

交
通
安
全
指
導
員
を

募
集
し
ま
す

　

市
で
は
、
幼
児
・
児
童
・
高

齢
者
な
ど
の
交
通
安
全
を
推
進

す
る
た
め
、
令
和
6
年
4
月
か

ら
活
動
す
る
交
通
安
全
指
導
員

を
募
集
し
ま
す
。

〇
募
集
人
数
＝

募
集
人
数
＝
３
人

〇 

応
募
資
格

応
募
資
格
＝＝
次
の
全
て
に
該

当
す
る
人

・・ 
交
通
安
全
に
関
心
が
あ
り
、

健
康
で
意
欲
の
あ
る
人

・・ 

市
内
に
住
所
を
有
す
る
人

・・ 

18
歳
以
上
65
歳
未
満
の
人

・・ 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
を
有

す
る
人

〇
主
な
業
務
内
容

主
な
業
務
内
容

・・ 

交
通
指
導
車
に
よ
る
広
報
パ

ト
ロ
ー
ル
や
街
頭
指
導

・・ 

幼
児
・
児
童
・
高
齢
者
な
ど
を
対

象
と
し
た
交
通
安
全
教
室
の
指
導

・・ 

そ
の
他
啓
発
活
動
の
参
加
（
年

4
回
交
通
安
全
運
動
で
の
交

通
指
導
啓
発
な
ど
）

※ 

勤
務
時
間
中
は
制
服
（
貸
与

品
）
で
の
勤
務
と
な
り
ま
す
。

〇
勤
務
時
間

勤
務
時
間

・・ 

街
頭
指
導
（
毎
月
10
日
）、
広

報
パ
ト
ロ
ー
ル
（
毎
月
10
日
・

20
日
）
…
午
前
7
時
15
分
〜
8

時
15
分
（
交
通
安
全
運
動
期
間

中
は
変
更
と
な
る
場
合
あ
り
）

・・ 

交
通
安
全
教
室
、
啓
発
活
動

…
2
〜
3
時
間
程
度

※ 

上
記
の
活
動
を
交
通
安
全
指

導
員
で
シ
フ
ト
を
組
ん
で
実

施
（
前
月
に
は
お
知
ら
せ
）

し
ま
す
の
で
、
活
動
の
無
い

月
も
あ
り
ま
す
。

〇
謝
礼
金

謝
礼
金
な
ど
な
ど

・
4
時
間
以
内
…
4
千
円

・ 

４
時
間
を
超
え
て
6
時
間
以
内

…
6
千
円

※ 

別
途
、
新
潟
県
町
村
会
の
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
災
害
補

償
保
険
に
加
入
し
ま
す
。

〇
応
募
応
募･･

選
考
方
法

選
考
方
法

・ 

所
定
の
履
歴
書
に
必
要
事
項

を
記
入
の
上
、
写
真
を
貼
付

し
、
市
役
所
2
階 

総
務
課
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

・ 

履
歴
書
用
紙
は
提
出
先
に
あ
る

ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

・ 

選
考
に
あ
た
っ
て
は
、
後
日
、

面
接
の
日
程
を
連
絡
し
ま
す
。

問
総
務
課 

交
通
対
策
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
２
７
１
）

募
集
期
間
＝

募
集
期
間
＝
2
月
1
日
（
木
）
〜

21
日
（
水
）　

IDID
＝＝
９
６
３
０

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
「
指
導
者
編
」

生
涯
学
習
ガ
イ
ド
「
指
導
者
編
」

ま
ち
の
達
人
を
募
集
し
ま
す

　
市
で
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
涯
学

習
活
動
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
生
涯

学
習
ガ
イ
ド
の「
指
導
者
編
」と「
サ
ー

ク
ル
・
団
体
編
」
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

こ
の
度
、「
指
導
者
編
」
の
改
訂
を

行
い
、
令
和
６・７
年
度
版
を
作
成
し

ま
す
の
で
、
指
導
で
き
る
こ
と
や
特

技
が
あ
る
人
は
、
応
募
し
て
く
だ
さ

い
。　

申
申
込
書
を
ふ
れ
あ
い
会
館
、

各
地
区
公
民
館
・
体
育
館
（
京
ヶ
瀬

地
区
は
市
立
図
書
館
）、
水
原
中
学

校
市
民
図
書
室
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。
申
込
書
は
提
出

先
に
あ
り
ま
す
。
下
記

二
次
元
コ
ー
ド
か
ら
も

申
し
込
み
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

【
指
導
内
容
の
分
類
】

① 

生
涯
各
期
の
学
習
（
生
涯
学

習
全
般
、
乳
幼
児
・
青
少
年
・

女
性
・
成
人
・
高
齢
者
教
育
）

②
社
会
・
歴
史
・
経
済

③
自
然
科
学

④
産
業
・
技
術

⑤
文
化
・
教
養
・
趣
味

⑥
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

⑦
家
庭
・
市
民
生
活

⑧
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

⑨
そ
の
他

問
生
涯
学
習
課 

社
会
教
育
係　
☎

63
‐
８
０
１
９
（
内
線
６
２
３
）　

申
込
期
限
＝

申
込
期
限
＝
3
月
7
日
（
木
）　

IDID
＝
１
４
７
６

保
護
司
と
し
て

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

保
護
司
と
は
、
犯
罪
や
非
行
を

し
て
し
ま
っ
た
人
た
ち
が
、
再
び
過

ち
を
繰
り
返
さ
な
い
よ
う
に
支
援
す

る
民
間
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
。

身
分
身
分
＝
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受

け
た
非
常
勤
の
国
家
公
務
員　

内

地
域
の
保
護
司
会
（
新
発
田
阿
賀

北
分
区
保
護
司
会
）
に
所
属
し
、

面
接
や
相
談
な
ど
を
行
い
ま
す
。

任
期
任
期
＝
２
年（
再
任
あ
り
。
た
だ
し
、

75
歳
以
上
の
人
は
再
任
さ
れ
ま
せ

ん
）　
※
法
律
上
の
年
齢
制
限
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
法
務
省
の
委
嘱
通

達
に
お
い
て
委
嘱
時
の
年
齢
を
66

歳
以
下
と
し
て
い
ま
す
。　
報
酬
報
酬
＝

な
し
（
活
動
内
容
に
応
じ
て
実
費

が
支
給
さ
れ
ま
す
）　

他
保
護
司
に

つ
い
て
の
詳
細
は
、
全

国
保
護
司
連
盟
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
確
認
で

き
ま
す
。　
問
社
会
福
祉
課 

福
祉

企
画
係　

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内

線
２
１
４
４
）
IDID
＝
８
８
１
１

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談
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催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

子
育
て

子
育
て
・
教
育
教
育

Parenting･ Education

児
童
手
当
を
振
り
込
み
ま
す

10
月
〜
1
月
分
（
4
カ
月
分
）

の
児
童
手
当
を
、
受
給
者
の
指
定

口
座
へ
振
り
込
み
ま
す
の
で
確
認

し
て
く
だ
さ
い
。

振
込
日
＝

振
込
日
＝
2
月
9
日
（
金
）

問
社
会
福
祉
課
児
童
福
祉
係

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
１
５
２
）

子
育
て
ハ
ッ
ピ
ー

ア
ド
バ
イ
ス
講
座

５
人
に
１
人
い
る
と
い
わ
れ
て
い

る
H
S
C
（H

ighly Sensitive 
C
hild

）
は
ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感

な
子
ど
も
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。

ひ
と
い
ち
ば
い
敏
感
な
た
め
、
育

て
に
く
さ
を
感
じ
た
り
、
集
団
生

活
（
保
育
園
、
幼
稚
園
、
学
校
な

ど
）
が
苦
手
だ
っ
た
り
不
適
応
を

起
こ
し
や
す
い
面
も
あ
り
ま
す
。

H
S
C
に
必
要
な
こ
と
、
大
切

な
こ
と
を
お
伝
え
し
ま
す
。

日
２
月
23
日
（
金
・
祝
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

場
水

原
保
健
セ
ン
タ
ー

2
階
「
研
修
室
」　

※
Z
o
o
m
で
の
視

聴
も
可
能
で
す
。
希
望
す
る
人

は
申
込
時
に
知
ら
せ
て
く
だ
さ

い
。　

定
会
場
…
１
５
０
人
/

Z
o
o
m
…
50
人　

申
電
話
ま

た
は
メ
ー
ル
で
申
し
込
ん
で
く

だ
さ
い
。
Z
o
o
m
で
の
視
聴

を
希
望
す
る
人
は
メ
ー
ル
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
課
こ
ど
も
若
者
相
談

支
援
係　

☎
25
‐
７
１
９
７　

kenko@
city.agano.niigata.jp

申
込
期
限
＝

申
込
期
限
＝
２
月
16
日
（
金
）

IDID
＝
１
２
３
０
６

社
会
教
育
関
係
団
体
を

認
定
し
ま
す

市
で
は
、
社
会
教
育
に
関
す
る

活
動
や
事
業
を
行
う
こ
と
を
主

な
目
的
と
し
、
自
主
的
な
運
営
を

行
い
、
人
づ
く
り
に
協
力
で
き
る

広
く
開
か
れ
た
団
体
を
社
会
教

育
関
係
団
体
と
し
て
認
定
し
て

い
ま
す
（
認
定
期
間
２
年
）。

社
会
教
育
関
係
団
体
に
認
定

さ
れ
る
と
、
公
民
館
、
体
育
館
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
併
用
施
設
な
ど

市
の
公
共
施
設
の
使
用
料
が
５

割
減
額
さ
れ
ま
す
。
認
定
に
は

い
く
つ
か
要
件
が
あ
り
ま
す
の

で
、
新
た
に
認
定
を
受
け
た
い

団
体
は
生
涯
学
習
課
社
会
教
育

係
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
現
在
認
定
さ
れ
て
い

る
団
体
は
、
3
月
31
日
（
日
）

で
認
定
期
間
が
終
了
と
な
り
ま

す
。
改
め
て
認
定
を
希
望
す
る

団
体
は
、
3
月
4
日
（
月
）
ま

で
に
申
請
手
続
き
を
し
て
く
だ

さ
い
。

問
生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係　

☎
63
‐
８
０
１
９
、
安
田
公
民

館　

☎
68
‐
３
０
０
６
、
水
原

公
民
館　

☎
62
‐
２
０
２
８

50

あがのポイント
対象事業

市スポーツ協会では、毎年スポーツ関連で優秀な成績を収めた人・団体を表彰しています。
自薦・他薦問いませんので、市スポーツ協会まで連絡をしてください。

対 阿賀野市出身、在住・在勤で、次のいずれかに該当する人
　①県大会優勝、またはこれに準ずる成績を収めた人
　② 北信越大会や全国大会など、県大会より上位の大会に出場
した人

　※令和５年度に開催された大会に限る
応募期限＝応募期限＝ 2月 29日（木）
申・問市スポーツ協会 事務局　☎ 25‐7613

優秀競技者表彰の優秀競技者表彰の
候補者を募集します候補者を募集します
優秀競技者表彰の
候補者を募集します
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子
育
て
親
子
カ
フ
ェ

「
花
ど
け
い
」

日
・
内
2
月
5
日
（
月
）
＝

日
（
月
）
＝
「
マ

マ
の
た
め
の
リ
ラ
ッ
ク
ス
ボ

デ
ィ
（
先
着
６
人
）」「
図
書
館

よ
り　

お
は
な
し
会
」、
2
月
2626

日
（
月
）
＝

日
（
月
）
＝
「
ひ
な
ま
つ
り
お

楽
し
み
会
」　

各
日
午
前
9
時
30

分
〜
11
時
30
分　

場
あ
が
の
子

育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に
こ

対
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者　

持
保
育
に
必
要
な
も
の
（
お
む

つ
な
ど
）　

※
子
ど
も
の
飲
み

物
が
必
要
な
人
は
、
各
自
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。
お
や
つ
は
持

参
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。　

主主

催
＝
催
＝
子
育
て
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
い
ち
ご
み
る
く　

問
あ
が
の

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
に
こ
に

こ　

☎
62
‐
５
５
８
１　

IDID
＝

１
４
５
８

健
康
健
康
・
福
祉
福
祉

H
ealth･ W

elfare

ひ
き
こ
も
り
を
支
え
る
家
族

ひ
き
こ
も
り
を
支
え
る
家
族

家
族
の
会
座
談
会

個
別
相
談
会

　

ひ
き
こ
も
り
の
人
を
支
え
る

家
族
向
け
の
座
談
会
、
個
別
相

談
会
を
開
催
し
ま
す
。
お
金
の

こ
と
、
仕
事
の
こ
と
、
将
来
の

こ
と
や
日
頃
の
悩
み
な
ど
な
ん

で
も
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

日
3
月
5
日
（
火
）
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分　

場
水
原
保
健
セ

ン
タ
ー
1
階
「
機
能
訓
練
室
」　
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
＝

ド
バ
イ
ザ
ー
＝
暮
ら
し
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
あ
が
の
、
N
P
O
法
人

市
民
ネ
ッ
ト
あ
が
の
心
カ
フ
ェ
絆
、

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
の
ス
タ
ッ
フ

問
健
康
推
進

課
こ
ど
も
若
者
相
談
支
援
係　
☎

25
‐
７
１
９
７　

kenko@
city.agano.niigata.jp

IDID
＝

１
２
４
４
４

市
民
向
け
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
、
認

知
症
を
正
し
く
理
解
し
、
認
知

症
の
人
や
家
族
の
身
近
な
応
援

者
で
す
。

認
知
症
に
な
っ
て
も
、
住
み

慣
れ
た
地
域
で
暮
ら
し
続
け
ら

れ
る
市
を
目
指
し
て
、
認
知
症

の
正
し
い
知
識
や
認
知
症
の
人

へ
の
望
ま
し
い
対
応
な
ど
を
学

ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

日
２
月
29
日
（
木
）
午
後
1
時

30
分
〜
3
時

場
水
原
公
民
館

3
階
「
大
会
議
室
」　

内
認
知

症
の
正
し
い
知
識
、
認
知
症
予

防
、
認
知
症
の
対
応

申
・
問

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
阿
賀

野

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
１
３
０
）、
地
域
包
括
支
援
セ

ン
タ
ー
笹
神

☎
62
‐
４
１
４
３　

申
込
期
間
＝

申
込
期
間
＝
２
月
１
日
（
木
）
〜

28
日
（
水
）
IDID
＝
１
１
３
０
５

国
の
経
過
措
置
が
終
了
し
ま
す

国
の
経
過
措
置
が
終
了
し
ま
す

高
齢
者
肺
炎
球
菌

予
防
接
種
は
お
早
め
に

高
齢
者
肺
炎
球
菌
予
防
接
種

は
、
国
の
経
過
措
置
（
10
年
間
）

が
終
了
し
、
令
和
6
年
4
月
以
降

は
65
歳
に
な
る
人
の
み
対
象
と

な
り
ま
す
。

今
年
度
の
対
象
は
、
過
去
に
接

過
去
に
接

種
し
た
こ
と
が
な
い
人

種
し
た
こ
と
が
な
い
人
で
、
令
和

６
年
４
月
１
日
時
点
で
65
歳
、
70

歳
、
75
歳
、
80
歳
、
85
歳
、
90
歳
、

95
歳
、１
０
０
歳
と
な
る
人
で
す
。

接
種
を
希
望
す
る
人
は
、
3
月

末
ま
で
に
接
種
を
受
け
て
く
だ

さ
い
。

問
健
康
推
進
課
予
防
係　

☎
62

‐
２
５
１
０
（
内
線
２
６
１
４
）

IDID
＝
１
２
３
２
３

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器

利
用
講
習
会
を
開
催
し
ま
す

フ
ィ
ッ
ト
ネ
ス
機
器
の
正
し

い
使
い
方
を
、
講
師
が
実
践
を

交
え
て
教
え
ま
す
。

　

今
回
は
日
曜
日
の
開
催
で
す
。

平
日
参
加
で
き
な
い
人
も
こ
の

機
会
に
ぜ
ひ
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

日
３
月
３
日
（
日
）
午
前
9
時

30
分
〜
11
時
30
分　

※
途
中
退

室
可　

場
市
立
図
書
館
「
創
作

室
」　

講
土
岐
一
希
氏
（
市
総
合

型
ク
ラ
ブ
）　

持
内

履
き　

申
電
話
ま
た

は
下
記
二
次
元
コ
ー

ド
（
電
子
申
請
シ
ス
テ
ム
）
か

ら
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。　

問
健
康
推
進
課
健
康
づ
く
り
係

☎
62
‐
２
５
１
０
（
内
線

２
６
２
３
）
申
込
期
限
＝

申
込
期
限
＝
２
月

28
日
（
水
）　

IDID
＝
８
５
０
７

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

４
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健
康
健
康
・
福
祉
福
祉

H
ealth･ W

elfare
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
な
い
で

「
心こ

こ

カ
フ
ェ
絆
」
に

話
し
に
来
ま
せ
ん
か

「
学
校
に
行
き
た
く
な
い
」「
家

か
ら
出
ら
れ
な
い
」「
仕
事
に
就

く
気
に
な
れ
な
い
」
な
ど
で
悩
ん

で
い
る
人
や
そ
の
家
族
が
集
ま

り
、
安
心
し
て
気
持
ち
を
語
り

合
え
る
お
し
ゃ
べ
り
の
場
で
す
。

日
2
月
11
日
（
日
）
午
前
10
時

〜
正
午
（
都
合
の
付
く
時
間
に

来
て
く
だ
さ
い
）　

※
開
催
日

は
、
偶
数
月
が
第
2
日
曜
の
午

前
10
時
〜
正
午
、
奇
数
月
が
第

2
金
曜
の
午
後
7
時
〜
9
時　

場
天
朝
山
文
化
交
流
の
家　

問

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
ネ
ッ
ト
あ
が

の
蛭え

び

子す

☎
62
‐
０
６
４
９

茶
話
会
に
足
を
運
ん
で

み
ま
せ
ん
か

　

阿
賀
野
市
手
を
つ
な
ぐ
育
成

会
は
、
知
的
障
が
い
者（
児
）と

そ
の
家
族
で
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

日
頃
の
思
い
や
悩
み
事
を
話

し
に
き
ま
せ
ん
か
？
誰
で
も
気

軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。

日
2
月
18
日
（
日
）
午
前
10

時
〜
正
午　

場
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
瓢
湖
憩
の
家　

持
飲

み
物　

問
阿
賀
野
市
手
を
つ
な

ぐ
育
成
会
会
長　

清
野　

☎

０
７
０
‐
２
１
８
７
‐
６
０
６
５

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム

利
用
説
明
会

　

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
を
初

め
て
利
用
す
る
人
は
、
説
明
会

に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
夜
間
説
明
会

◎
夜
間
説
明
会

○
水
原
総
合
体
育
館

日
2
月
7
日
（
水
）、18
日
（
日
）、

3
月
6
日
（
水
）、
17
日
（
日
）

午
後
７
時
30
分
〜

定
各
日
10

人
程
度
先
着

○
笹
神
体
育
館

日
2
月
12
日
（
月
・
祝
）、
３
月

11
日
（
月
）
午
後
７
時
30
分
〜

定
各
日
10
人
程
度
先
着

◎
昼
間
説
明
会

◎
昼
間
説
明
会

○
水
原
総
合
体
育
館
・
笹
神
体
育
館

日
月
〜
金
曜
（
祝
日
・
年
末
年

始
を
除
く
）、
午
後
１
時
30
分
〜

４
時　

※
要
事
前
問
い
合
わ
せ

◎
共
通
事
項

◎
共
通
事
項

所
要
時
間
＝

所
要
時
間
＝
約
１
時
間

※
ジ

ム
経
験
者
は
、
簡
単
な
体
育
館

の
利
用
説
明
（
約
10
分
）
の

み
。
予
約
時
に
申
し
出
て
く
だ

さ
い
。
他
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー

ム
の
利
用
料
金
は
、
市
内
在
住
・

在
勤
者
は
２
０
０
円
／
回
、
そ

れ
以
外
の
人
は
３
０
０
円
／
回

（
65
歳
以
上
の
市
内
在
住
者
は
無

料
）
※
お
得
な
回
数
券
、
定
期

券
あ
り　

申
・
問
水
原
総
合
体

育
館　

☎
62
‐
０
６
５
６
、
笹

神
体
育
館　

☎
61
‐
２
１
１
１

※
前
日
ま
で
に
要
申
し
込
み
。

IDID
＝
２
２
０
５
（
水
原
総
合
体
育

館
）、
２
２
０
３
（
笹
神
体
育
館
）

あ
が
の
市
民
ス
キ
ー

日
2
月
12
日
（
月
・
振
替
休
日
）

午
前
9
時
〜
午
後
3
時
30
分
（
現

地
集
合
、
解
散
）　

場
ニ
ノ
ッ
ク

ス
ス
キ
ー
場
（
新
発
田
市
上
三
光

大
平
国
有
林
無
番
地
）　

※
2
階

レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
集
合　

対
市
内
・

近
隣
市
町
村
在
住
者

定
20
人

先
着

￥
大
人
5
千
円
、
子
ど
も

2
千
円
（
リ
フ
ト
券
・
昼
食
代
）

※
当
日
徴
収
し
ま
す　
申
所
定
の

申
込
書
を
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
事
務

局
（
水
原
総
合
体
育
館
内
）
に
提

出
し
て
く
だ
さ
い
。　

申
込
期

申
込
期

限
＝
限
＝
2
月
７
日
（
水
）　

問
市
ス

キ
ー
連
盟　

阿
部　

☎
０
９
０
‐

２
３
３
７
‐
３
４
３
７

く
ら
し

く
ら
し
・
相
談
相
談

Life･ Consultation

J
ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
試
験

ア
ラ
ー
ト
の
情
報
伝
達
試
験

防
災
行
政
無
線
や
安
全
安

心
メ
ー
ル
が
流
れ
ま
す

地
震
や
津
波
、
武
力
攻
撃
な
ど

の
発
生
時
に
備
え
、
消
防
庁
が
全

国
の
市
町
村
を
対
象
に
Ｊ
ア
ラ
ー

ト
（
全
国
瞬
時
警
報
シ
ス
テ
ム
）

の
情
報
伝
達
試
験
を
実
施
し
ま
す
。

　

こ
の
試
験
に
伴
い
、Ｊ
ア
ラ
ー

ト
が
作
動
し
、
防
災
行
政
無
線

や
安
全
安
心
メ
ー
ル
で
情
報
が

配
信
さ
れ
ま
す
。

日
2
月
９
日
（
金
）
午
前
11
時

◎
防
災
行
政
無
線

◎
防
災
行
政
無
線

　

市
内
全
て
の
防
災
行
政
無
線

か
ら
試
験
放
送
が
流
れ
ま
す
。

内
容
＝

内
容
＝
①
上
り
チ
ャ
イ
ム
音
、

②
「
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
テ

ス
ト
で
す
」（
3
回
繰
り
返
し
）、

③
「
こ
ち
ら
は
、阿
賀
野
市
で
す
」、

④
下
り
チ
ャ
イ
ム
音

◎
安
全
安
心
メ
ー
ル

◎
安
全
安
心
メ
ー
ル

　

安
全
安
心
メ
ー
ル
を
登
録
し

て
い
る
人
に
次
の
内
容
の
メ
ー

ル
が
送
信
さ
れ
ま
す
。

内
容
内
容
＝「
件
名
…
国
民
保
護
情
報
」、

「
本
文
…
こ
れ
は
、
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の

テ
ス
ト
で
す
。」
他
災
害
な
ど
の

発
生
に
よ
り
、
試
験
が
中
止
に
な

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
危
機
管
理
課
危
機
管
理
係　
☎

25
‐
７
１
９
４

ID
＝
７
４
６
３

７
１
９
４

IDID
＝＝
７
４
６
３

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談



27 令和６年２月号

夜
間
役
所

日
２
月
７
日
（
水
）、21
日
（
水
）

午
後
５
時
15
分
〜
７
時　

場
市

役
所
1
階
市
民
生
活
課　

内
戸

籍
、
住
民
票
、
印
鑑
登
録
・
証

明
、パ
ス
ポ
ー
ト
の
交
付
、納
税
、

口
座
振
替
手
続
き
、
母
子
健
康

手
帳
の
交
付
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
の
申
請
・
更
新
手
続
き
・

記
載
事
項
変
更
・
交
付　

※
各

支
所
で
は
開
設
し
ま
せ
ん
。

問
市
民
生
活
課
市
民
係　

☎
62

‐
２
５
１
０　

IDID
＝
４
８
０
７

限
り
あ
る
資
源
を
紡
ぐ

限
り
あ
る
資
源
を
紡
ぐ

建
設
リ
サ
イ
ク
ル

建
設
事
業
に
携
わ
る
人
は
、

建
設
リ
サ
イ
ク
ル
法
に
基
づ
き
、

再
生
資
材
化
が
容
易
な
特
定
建

設
資
材
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
塊
や
、

ア
ス
フ
ァ
ル
ト
塊
、
木
材
な
ど
）

の
「
分
別
解
体
」
と
「
リ
サ
イ

ク
ル
」
を
積
極
的
に
推
進
し
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

し
か
し
、
依
然
と
し
て
建
設

廃
棄
物
の
不
法
投
棄
が
見
受
け

ら
れ
ま
す
。

公
共
工
事
に
限
ら
ず
、
一
般
家

屋
の
解
体
工
事
な
ど
の
際
に
は
、

業
者
に
適
正
な
分
別
解
体
・
再

資
源
化
を
促
す
な
ど
、
建
設
リ
サ

イ
ク
ル
の
推
進
に
ご
理
解
と
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

他
詳
細
は
、
北
陸
地
方
建
設
副

産
物
対
策
連
絡
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
（
下
記
二
次

元
コ
ー
ド
）
か
ら
確

認
で
き
ま
す
。

問
北
陸
地
方
建
設
副
産
物
対
策

連
絡
協
議
会
事
務
局
（
北
陸
地

方
整
備
局
企
画
部
技
術
管
理
課

教
習
係
）　

☎
0
２
５
‐
２
８
０

‐
８
８
８
０

能
登
半
島
地
震
災
害
義
援
金

を
受
け
付
け
て
い
ま
す

能
登
半
島
で
発
生
し
た
地
震

災
害
に
よ
り
、被
災
さ
れ
た
方
々

を
支
援
す
る
た
め
の
義
援
金
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。
皆
様
の

温
か
い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

受
付
期
間

受
付
期
間
＝
令
和
６
年
12
月
27

日
（
金
）
ま
で

募
金
箱
設
置

募
金
箱
設
置

場
所
場
所
＝
市
役
所
１
階
正
面
玄

関
、
市
役
所
１
階
社
会
福
祉

課
窓
口
、
安
田
支
所
窓
口
、
笹

神
支
所
窓
口
、
京
ヶ
瀬
支
所
窓

口　

他
受
領
証
を
希
望
す
る
人

は
、
募
金
す
る
前
に
社
会
福
祉

課
ま
た
は
各
支
所
窓
口
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

問
社
会

福
祉
課
福
祉
企
画
係　

☎
62
‐

２
５
１
０
（
内
線
２
１
４
５
）　　

IDID
＝
１
０
８
５
０

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
希
望
者
説
明
会

◎
定
例
開
催

◎
定
例
開
催

日
2
月
8
日
（
木
）、
3
月
14
日

（
木
）
午
前
10
時
〜
11
時　
場
福

祉
会
館
1
階
「
遊
戯
室
」　

◎
臨
時
開
催

◎
臨
時
開
催

日
3
月
6
日
（
水
）
午
前
10
時
〜
11

時　
場
福
祉
会
館
1
階
「
研
修
室
」

◎
共
通
事
項

◎
共
通
事
項

対
市
内
在
住
の
60
歳
以
上
で
働

く
意
欲
の
あ
る
人　

内
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
事
業
紹

介
・
内
容
説
明

他
下
記
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
も
入

会
申
し
込
み
が
で

き
ま
す
。　

問
（
公
社
）
阿
賀

野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎
62
‐
１
３
６
５

能
登
半
島
地
震
関
連

能
登
半
島
地
震
関
連

消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

市
役
所
を
名
乗
り
、
義
援
金
を

集
め
る
と
い
い
訪
問
し
て
く
る
な

ど
震
災
に
便
乗
し
た
詐
欺
的
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
能
登
半
島
地
震
の
被
災

地
域
の
人
を
対
象
に
、
国
民
生
活

セ
ン
タ
ー
が
消
費
生
活
に
関
す
る

相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

対
象
地
域
＝

対
象
地
域
＝
石
川
県
、
新
潟

県
、
富
山
県
、
福
井
県　

受
付
受
付

時
間
＝

時
間
＝
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

（
土
・
日
曜
、
祝
日
を
含
む
）　

問
国
民
生
活
セ
ン
タ
ー
能
登
半

島
地
震
関
連
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ

イ
ン　

☎
０
１
２
０
‐
７
９
７

‐
１
８
８
（
通
話
料
無
料
）

大
日
原
演
習
場
訓
練
予
定

射
撃
訓
練
＝

射
撃
訓
練
＝
2
月
21
日
（
水
）

〜
25
日
（
日
）
午
前
8
時
〜
午

後
５
時　

空
砲
等
訓
練
＝

空
砲
等
訓
練
＝
2
月

16
日
（
金
）
〜
18
日
（
日
）、
29

日
（
木
）
午
前
８
時
〜
午
後
５
時

※
演
習
場
内
へ
の
立
ち
入
り
は
、

許
可
が
必
要
で
す
。
訓
練
中

は
、
演
習
場
か
ら
離
れ
た
地

域
ま
で
大
き
な
音
や
振
動
が

届
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

問
新
発
田
駐
屯
地　

☎

０
２
５
４
‐
22
‐
３
１
５
１

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談



令和６年２月号 28

催　
　

し

催　
　

し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募　
　

集

募　
　

集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

２月の各種相談
　各種相談所および窓口は、いずれも相談無料で、秘密は固く守られます。一人で悩まず、ご相談
ください。　※日時に祝日についての記載がないものは、祝日は実施されません。

相談名 日時 内容・必要なもの 場所 予約・問い合わせ

健
康
・
福
祉

認知症
コールセンター

月～金曜
9：00～ 17：00

相談員が認知症の人とそ
の家族の相談に応じます。

新潟県認知症コール
センター（新潟市中央
区上所2-2-2 新潟ユニ
ゾンプラザ3階）

☎ 025‐281‐
2783（相談）

保健師による
こころの健康相談
要予約

毎週水曜
9：00～ 16：00
（第 2・4水曜は予約
不要）　※相談日以
外も随時対応可

保健師がこころの健康に
関する相談に応じます。 水原保健センター

健康推進課
健康づくり係
☎ 62‐2510

子
育
て
・
教
育

教育相談 要予約 毎週水曜
9：00～ 16：30

教育相談員が教育上の
悩みやいじめなどの相
談に応じます。

教育センター（笹
神支所内） ☎ 62‐2790

育児相談
毎週月・金曜
9：00～ 12：00
毎週水曜
9：00～ 16：00

保健師・助産師・栄養
士が育児に関する相談
に応じます。

水原保健センター
健康推進課 子
育て係　
☎62‐2510

にこにこ
なんでも
相談

助産師 7日（水）、21日（水）
9：30～ 13：00 子どもの食事や健康、発達

など育児に関すること、不
妊や妊娠、出産に関するこ
とについて相談に応じます。

あがの子育て支援
センターにこにこ ☎ 62‐5581

栄養士 7日（水）、21日（水）
10：00～ 12：00

そ
の
他

消費者相談

月～金曜
9：00～ 12：00
13：00～ 16：00

消費生活相談員が、消費生
活問題の相談に応じます。

市民生活課 相談係 ☎ 62‐2510
( 内線 2109)

月～金曜
9：00～ 17：00
土曜（電話相談のみ）
10：00～ 16：00
※来所相談は 要予約

新潟県消費生活セン
ター（新潟市中央区
上所2-2-2 新潟ユニ
ゾンプラザ1階）

☎ 025‐285‐
　  4196

弁護士による無料
法律相談 要予約

7 日（水）、21日（水）
13：30～ 16：30
（1人 30分）

それぞれの専門業務に特
化した相談を受けること
ができます。
司法書士相談では、相続
や登記などの相談を受け
られます。
行政相談では、行政相談
員が国の仕事や国が県や
市町村に委ねている仕事
について相談できます。

市役所1階「相談室」
市民生活課 相
談係　
☎ 62‐2510
（内線 2109）

司法書士による
無料相談 要予約

28 日（水）
13：30～ 16：30
（1人 30分）

行政相談員による
行政相談 

13 日（火）
10：00～ 12：00

年金相談 要予約 21 日（水）
10：00～ 14：30

新発田年金事務所の職員
が年金相談に応じます。
予約時に氏名、住所、基
礎年金番号、電話番号、
希望の相談開始時間、相
談内容を伝えてください。

水原総合体育館1階
「ミーティングルーム」

新発田年金事務
所　 ☎ 0254‐
23‐2128

労働相談 月～金曜
8：30～ 17：15

残業代が支払われないな
ど労働条件の相談や働き
方改革に関する事業主か
らの相談に応じます。

新発田労働基準監
督署（新発田市日
渡 96）

☎ 0254‐27‐
　  6680
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催
　
　
し

催
　
　
し
手
続
き
・
制
度

手
続
き
・
制
度

募
　
　
集

募
　
　
集
子
育
て
・
教
育

子
育
て
・
教
育

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉
ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ
く
ら
し
・
相
談

く
ら
し
・
相
談

　●人口　39,863 人（－ 34）
　　�男　19,375 人（－ 25）　　女　20,488 人（－ 9）
�　�・�　�・出生17人　・・死亡50人　・・転入44人　・・転出45人
���●世帯数　14,966 世帯（0）

令和６年 1月 1日現在（　）は前月比

人の動き

　アウトドアの人気の高まりや災害時の備えなど
により、携帯発電機やいわゆるポータブル電源の需
要が高まり、下記のような事故が発生しています。

使用する際は、以下の点に注意しましょう。

携帯発電機携帯発電機
１．屋内では絶対に使用しないでください。
２．�屋外でも換気の悪い場所・火器を使用する場
所では絶対に使用しないでください。

３．�製品ごとに定められた距離を建物およびその
他の設備から離してください。

ポータブル電源ポータブル電源
１．�製造・販売元がはっきりしている製品を選び、
また回収・リサイクルに対応しているか確認
しましょう。

２．�リコール対象製品となっていないか確認しま
しょう。

３．使用中の感電に注意しましょう。

携帯発電機やポータブル電源の事故に注意！

他他���消費生活に関するさまざまな情報は、消
費者庁のホームページ (https://www.
caa.go.jp/) で確認できます。

　国民生活センター公式 LINEアカウント
　LINE�ID:@line_ncac
問問��市民生活課�相談係　☎ 62‐2510（内線 2109)
����新潟県消費生活センター　☎ 025‐285‐4196

（事故例）（事故例）
・�・�屋内で携帯発電機を使用したことによる
一酸化炭素中毒が疑われる死亡事故

・�・�ポータブル電源の火災事故（電池のショー
トによる異常発熱）

（1月 1日～ 15日届出分、敬称略）

氏名 保護者名 誕生日 住所

マカリスター澄
じょうじ

惹 ケネスナイアル 12.21 堀　越
マカリスター莉

り り

璃 ケネスナイアル 12.21 堀　越
長谷川修

しゅうま

馬 優 12.27 保　田
稲毛　陸

り く と

斗 貴　徳 12.31 下山屋
佐藤　　葵

あおい

良 1.4 緑　町
髙橋　澪

み お と

斗 裕　也 1.6 曽　郷

氏名 年齢 死亡日 住所

加藤　ユキ 98歳 12.29 外城町
川上　榮子 84歳 12.29 出　湯
牧口　忠男 72歳 12.30 天神堂
　　山　ミツ 94歳 12.31 外城町
近藤　一次 89歳 12.31 下黒瀬
吉村　豊平 97歳 1.1 若葉町
清田美榮子 84歳 1.1 山　寺
星　　キソ 79歳 1.2 嶋　瀬
見尾田　松 98歳 1.3 保　田
荻野　耕平 72歳 1.4 深　堀
原　みつ子 87歳 1.4 駒　林
�山口　金次 94歳 1.4 須　走
三村　建治 87歳 1.4 岡山町
披田野アイ 94歳 1.5 山　倉
出塚　誠一 73歳 1.5 安野町
中村　武夫 91歳 1.5 駒　林
渡邉　政一 75歳 1.8 窪川原
米山　光子 87歳 1.9 飯森杉
羽賀　昭　 84歳 1.9 姥ヶ橋
鈴木　トイ 93歳 1.10 緑　町
長谷川春雄 73歳 1.11 折　居
桺　　昭次 93歳 1.11 城
加藤ヒサエ 92歳 1.11 野地城
市川　美策 91歳 1.11 千唐仁
石井めぐみ 63歳 1.12 分　田
志田　直　　 92歳 1.13 下条町
立川　正𠮷 89歳 1.14 保　田
圓山千賀子 74歳 1.14 京ヶ島
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波
乱
の
辰
年
の
幕
開
け
と
な
り
ま
し
た
。
新

年
か
ら
能
登
半
島
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発

生
。
こ
の
地
震
で
は
多
く
の
尊
い
命
が
失
わ
れ

ま
し
た
。
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
ご
家
族
の
皆
様
、

被
災
さ
れ
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し
上

げ
ま
す
。

　

今
年
の
元
日
、
午
後
４
時
10
分
、
最
大
震
度

７
の
地
震
が
能
登
半
島
を
襲
い
ま
し
た
。
突
然

テ
レ
ビ
か
ら
緊
急
地
震
速
報
が
流
れ
、

ほ
ぼ
同
時
に
激
し
く
揺
れ
始
め
ま
し

た
。
そ
の
揺
れ
は
し
ば
ら
く
続
き
、
建

物
の
き
し
む
音
は
次
第
に
大
き
く
な

り
、
も
う
だ
め
か
と
思
い
な
が
ら
慌
て

て
家
の
外
に
逃
げ
出
し
ま
し
た
。
こ
ん

な
激
し
い
揺
れ
は
初
め
て
の
経
験
で
し

た
。震
源
は
ど
こ
だ
。状
況
は
ど
う
な
っ

て
い
る
。
と
に
か
く
揺
れ
が
収
ま
る
の

を
待
っ
て
家
の
中
に
戻
り
テ
レ
ビ
で
状

況
を
確
認
し
ま
し
た
。テ
レ
ビ
か
ら
は
、

津
波
の
危
険
を
知
ら
せ
る
放
送
が
流

れ
て
い
ま
し
た
。「
今
す
ぐ
避
難
！
」、

「
今
す
ぐ
避
難
し
て
く
だ
さ
い
」、「
絶
対
に
海
岸

に
は
近
づ
か
な
い
で
く
だ
さ
い
」。
絶
叫
に
近
い

声
で
、
繰
り
返
し
、
女
性
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
が
必

死
に
避
難
を
呼
び
か
け
て
い
ま
し
た
。
こ
の
絶
叫

は
今
で
は
多
く
の
人
か
ら
称
賛
さ
れ
て
い
ま
す
。

津
波
の
危
険
が
迫
っ
た
時
の
対
応
と
し
て
過
去

の
経
験
か
ら
、
命
を
救
う
た
め
に
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー

が
取
っ
た
対
応
は
実
に
称
賛
に
値
し
ま
す
。

　

大
変
な
地
震
だ
。
取
り
急
ぎ
役
所
へ
向
か
い

ま
し
た
。
役
所
に
は
す
で
に
何
人
か
の
職
員
が

登
庁
し
、
情
報
収
集
に
当
た
っ
て
い
ま
し
た
。

本
市
で
の
震
度
は
５
弱
で
、
目
立
っ
た
大
き
な

被
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
石
川
県
や
富

山
県
で
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
し
た
。

県
内
で
も
新
潟
市
や
糸
魚
川
市
、
上
越
市
な
ど

で
地
盤
の
液
状
化
や
土
留
め
壁
の
崩
落
な
ど
被

害
が
発
生
し
ま
し
た
。

　
震
災
の
最
大
の
課
題
は
早
期
復
旧
と
被
災
者

の
心
理
的
な
立
ち
直
り
の
支
援
で
す
。
ま
だ
全

体
状
況
の
把
握
が
な
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
多

く
の
人
た
ち
が
避
難
生
活
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
心
配
さ
れ
る
の
は
、
避
難
生

活
の
長
期
化
と
災
害
関
連
死
で
す
。
孤

立
集
落
か
ら
避
難
し
て
き
た
人
は
、「
今

後
、
住
み
慣
れ
た
故
郷
に
い
つ
に
な
っ

た
ら
戻
れ
る
の
か
心
配
で
す
」、
避
難
せ

ず
に
被
災
し
た
住
宅
に
暮
ら
す
人
は
、

「
地
震
の
た
び
に
潰
れ
る
ん
で
は
な
い
か

と
心
配
し
な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
」

と
言
っ
て
い
ま
し
た
。
生
活
再
建
の
見

通
し
も
立
た
な
い
中
で
、
気
丈
に
「
命

さ
え
あ
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
、
と
に
か

く
避
難
し
て
も
ら
い
た
い
」
と
み
ん
な

の
こ
と
を
気
遣
う
地
区
の
区
長
さ
ん
の

言
葉
に
は
胸
が
い
っ
ぱ
い
に
な
り
ま
す
。

　
当
市
の
中
学
校
か
ら
は
生
徒
会
で
集
め
た
義

援
金
の
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。
市
役
所
及
び

各
支
所
に
義
援
金
の
箱
を
設
置
し
て
い
ま
す
。

我
々
に
で
き
る
最
大
限
の
支
援
を
し
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
後
、
日
本
赤
十
字

社
を
通
し
て
被
災
地
に
届
け
る
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。
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里
地
内
に
上
中
野
目
か
ら

大
室
へ
向
か
う
道
路
と
の

交
差
点
が
あ
る
。
横
断
歩

道
で
人
が
待
っ
て
い
て
も
車
が
す
ご
い

ス
ピ
ー
ド
で
走
っ
て
い
く
。
子
ど
も
た

ち
の
通
学
路
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、

押
し
ボ
タ
ン
信
号
機
を
設
置
し
て
ほ

し
い
。

信
号
機
設
置
に
つ
き
ま
し

て
は
、
新
潟
県
公
安
委
員

会
（
窓
口
は
阿
賀
野
警
察

署
）
が
所
管
し
て
い
る
た
め
、
阿
賀
野

警
察
署
へ
要
望
を
お
伝
え
し
ま
し
た
。

　

阿
賀
野
警
察
署
か
ら
は
、
要
望
箇

所
は
道
路
幅
が
狭
く
信
号
機
を
設
置

す
る
場
所
が
な
い
こ
と
か
ら
、
信
号
機

の
新
設
は
難
し
い
と
の
回
答
で
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
警
察
で
は
、
今
後
も

通
過
速
度
の
抑
制
や
横
断
歩
道
に
お

け
る
一
時
停
止
の
徹
底
を
図
る
べ
く
、

パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
の
強
化
を
行
い
た
い

と
の
こ
と
で
し
た
。

　

市
で
は
、
集
落
内
交
差
点
付
近
の

速
度
抑
制
を
促
す
路
面
表
示
（
ド
ッ

ト
マ
ー
ク
）
や
啓
発
看
板
の
設
置
な
ど

を
行
い
、
通
行
車
両
の
速
度
抑
制
を

促
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、
今
後
も

継
続
し
て
警
察
署
と
と
も
に
有
効
な

手
段
を
実
施
し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

ご
理
解
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
何
卒
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
市
長
へ
の
た
よ
り
を
送
る
に
は

◎
専
用
は
が
き
（
切
手
不
要
）

　

次
の
施
設
に
設
置
し
て
い
ま
す
。

○
安
田
地
区
… 

安
田
交
流
セ
ン
タ
ー

「
風
と
ぴ
あ
」、
吉
田
東
伍
記
念
博
物
館

○
京
ヶ
瀬
地
区
…
京
ヶ
瀬
支
所
、
市
立

図
書
館
、
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
京
和
荘

○
水
原
地
区
…
市
役
所
、
水
原
保
健

セ
ン
タ
ー
、
水
原
総
合
体
育
館
、
水
原

公
民
館
、
水
原
中
学
校
市
民
図
書
室
、

福
祉
会
館
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

瓢
湖
憩
の
家
、
瓢
湖
白
鳥
観
察
舎

○
笹
神
地
区
…
笹
神
支
所
、
ふ
れ
あ

い
会
館
、
笹
神
体
育
館
、
五
頭
山
麓

う
ら
ら
の
森 

◎
電
子
メ
ー
ル

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

「
市
長
の
部
屋
」
に
入
力

フ
ォ
ー
ム
が
あ
り
ま
す
。

■ 

送
付
先
・
問
い
合
わ
せ

　

市
長
政
策
・
市
民
協
働
課 

秘
書

広
報
広
聴
係　

☎
61
‐
２
５
０
２

ＱＡ


	R6.2月号_表紙_最適化.pdf
	R6.2月号_全データ_カラー化（おくやみだけ差し替え必要）最適化.pdf
	広報あがの0201号_単ページ.pdf
	R6.2月号_全データ_カラー化（おくやみだけ差し替え必要）最適化

